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1〈原著論文〉

学校体育におけるフィジカルリテラシーの位置付けの検討：
ウェルビーイングの実現を目指した学校教育のために

高　橋　浩　二＊（長崎大学）

久保田　も　か　（長崎大学）

A consideration of positioning Physical Literacy in school physical education:

for the realization of well-being in school education

Koji Takahashi and Moka Kubota

Abstract

The purpose of this study is to consider positioning Physical Literacy as content to develop in school physical education for 

the realization of well-being in school education. The following conclusions are clarified from the consideration.

Physical literacy in Whitehead (2019) is defined as “appropriate to each individual, Physical Literacy can be described as the 

motivation, confidence, physical competence, knowledge and understanding to value and take responsibility for engaging in 

physical activities for life.” This is a basic concept for all learners and capability that are learned. In school education, UNESCO 

advocates Quality Physical Education (QPE), which places Physical Literacy as the “foundation of physical education” and 

requires it to be developed in school physical education. OECD also introduced new findings on physical education policies, its 

curricula, current positions, and tasks of its practice. In Japan, we have adopted these ideas by UNESCO and OECD, and it can 

be considered that school education aims to realize well-being and develop Physical Literacy in physical education. Every 

student, as a learner, has each learning compass and aims for a common goal, “collective well-being,” while following the “map 

of learning” which is called the National Curriculum Standard. 

The way to promote Physical Literacy in school physical education, which aims to realize this wellbeing, is the “embodiment 

of learning.” This learning means understanding and expressing what has been learned as an action, which includes the acquisi-

tion of technics and the demonstration of skills. This learning not only makes learning a habit but also clarifies the relationship 

between teachers and learners. Through this learning, students in higher education will practice their movements and sports, 

and acquire body-related knowledge through “embodied learning” that promotes experiential and transformative learning, 

thereby enhancing their capability to respond to their own bodies and to others.

Key words:  Quality Physical Education, collective well-being, embodiment of learning

Ⅰ．問題となる背景と研究の目的

現在の学校教育では，新しく「社会に開かれた教育課
程」の実現が目指されている．特に，「何ができるように
なるか」，「何を学ぶか」，「どのように学ぶか」という３

つの観点が設定され，それらが「知識及び技能」，「思考
力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」

（中央教育審議会，2016a，p.4；中央教育審議会，2016b，
p.7）という３つの資質・能力と関連づけられながら，

「生きる力」の育成が求められている（中央教育審議会，

＊：責任著者
連絡先：〒852-8521　長崎市文教町1-14　長崎大学教育学部
電話／ FAX:	095-819-2358　Email:	takahashi@nagasaki-u.ac.jp
Nagasaki University
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2016a，pp.19-53）．この「社会に開かれた教育課程」と
は，現行の学習指導要領における基本的な理念であり，

「『資質・能力の三つの柱』『カリキュラム・マネジメン
ト』など，新しい学習指導要領における重要な事項の全
ての基盤となる考え方」（文部科学省，2020，p.5）であ
る．その役割は次の３点が重要となる（中央教育審議会，
2015，pp.3-4；文部科学省，online1）．

①	　社会や世界の状況を幅広く視野に入れ，よりよい
学校を通じてよりよい社会を創るという目標を持
ち，教育課程を介してその目標を社会と共有してい
くこと．

②	　これからの社会を創り出していく子供たちが，社
会や世界に向き合い関わり合い，自らの人生を切り
拓いていくために求められる資質・能力とは何か
を，教育課程において明確化し育んでいくこと．

③	　教育課程の実施に当たって，地域の人的・物的資
源を活用したり，放課後や土曜日等を活用した社会
教育との連携を図ったりし，学校教育を学校内に閉
じずに，その目指すところを社会と共有・連携しな
がら実現させること．

さらには，この教育課程の実現のために「カリキュラ
ム・マネジメント」や「主体的・対話的で深い学び」の
実現が謳われ，それぞれ次のように説明がなされてい
る．前者は，「学習指導要領等を受け止めつつ，子供たち
の姿や地域の実情等を踏まえて，各学校が設定する学校
教育目標を実現するために，学習指導要領等に基づき教
育課程を編成し，それを実施・評価し改善していくこ
と」（中央教育審議会，2016a，p.23）であり，後者は，

「人間の生涯にわたって続く『学び』という営みの本質を
捉えながら，教員が教えることにしっかりと関わり，子
供たちに求められる資質・能力を育むために必要な学び
の在り方を絶え間なく考え，授業の工夫・改善を重ねて
いくこと」，３つの視点（主体的な学び，対話的な学び，
深い学び）に立った授業改善を行い，「学校教育における
質の高い学びを実現し，学習内容を深く理解し，資質・
能力を身に付け，生涯にわたって能動的（アクティブ）
に学び続けようとすること」（中央教育審議会，2016a，
p.49）である．

この教育課程や学習指導要領は，「学びの地図」という
役割を果たし（中央教育審議会，2016a，p.20），「ラーニ
ング・コンパス（学びの羅針盤）」を活用して教育を展開
することが提案されている（OECD，2019a，p.4）．この

「学びの地図」は，「教育課程や学習指導要領等が，学校
の創意工夫のもと，子供たちの多様で質の高い学びを引

き出すため，学校教育を通じて子供たちが身に付けるべ
き資質・能力や学ぶべき内容などの全体像を分かりやす
く見渡せる」（中央教育審議会，2016a，p.20）ものであ
る．また，「ラーニング・コンパス」は，「環境の変化や
日常生活を乗り切るだけでなく，我々が望む未来を形作
るために，生徒が必要とする知識，技能，態度や価値」
を示したものであり，７つの要素で構成されている．そ
れは，学びの中核的な基盤（Core foundation），変革を起
こすコンピテンシー（Transformative competencies），生
徒エージェンシー／共同エージェンシー（Student 

agency/co-agency），知識（Knowledge），スキル（Skills），
態度と価値（Attitudes and values）である注１）（文部科学
省，online2；OECD，2019b，pp.15-18；OECD，2020，
pp.4-6，pp.12-14）．このラーニング・コンパスでは，社
会のウェルビーイングが共通の「目的地」となっている

（OECD，2019b，p.27；白井，2010，pp.75-78）．
現 行 の 学 習 指 導 要 領 の 目 標 設 定 は，OECD の

「Education2030プロジェクト」と密接に関連している．
白井によれば，Education2030 プロジェクトではコンピ
テンシーの構成要素の領域に知識，スキル，態度及び価
値観が，日本の学習指導要領改訂では資質・能力の３つ
の柱に「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，

「学びに向かう力，人間性等」が挙げられ，それらは大き
く重なり合う部分があるという（白井，2020，p.31）．さ
らに，この重なりは児童生徒一人一人のウェルビーイン
グの実現が目指されていることとも関係している（国立
教育政策研究所，2017，pp.6-9；OECD，2018，pp.3-4）．
ここで言うウェルビーイングは，「生徒が幸福で充実し
た人生を送るために必要な，心理的，認知的，社会的，
身体的な働き（functioning）と潜在能力（capabilities）で
ある」（国立教育政策研究所，2017，p.4）と定義され，生
徒のウェルビーイングは「心理的」，「社会的」，「認知
的」，「身体的」といった４つの相互作用の結果として
ウェルビーイングの状態があるという（国立教育政策研
究所，2017，p.5）．

以上の「学び」とそれに関わる概念は，2018年に中央
教育審議会から答申された「2040年高等教育グランドデ
ザイン」において示された「学修者本位の大学教育」と
も関連している．それは，「高等教育における教育は，そ
の前段階の教育機関と，修了後に人材が活躍する社会の
間に位置付けられている」からであり ,「高等教育は，初
等中等教育段階と社会との協力と連携の中で更に進化す
るもの」だからである（中央教育審議会，2018，p.1）．し
たがって，幼児教育から高等教育において「学習（修）
者本位」の教育が目指されており，学校教育でもウェル
ビーイングの実現を目指していると考えることができる
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（中央教育審議会，2023，p.7；閣議決定，2023，pp.8-

10）．この「ウェルビーイングの実現」とは，「多様な個人
それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに，地域や社
会が幸せや豊かさを感じられるものとなること」であ
り，「教育を通じて日本社会に根差したウェルビーイン
グの向上を図っていくことが求められる」（中央教育審
議会，2023，p.9；閣議決定，2023，p.9）．

このウェルビーイングに関連して，日本においても
フィジカルリテラシー注２）の育成が提案され始めている

（文部科学省，2022；日本スポーツ振興センター，2019，
2023；OECD，2019c；UNESCO，2015a）．それは，「生
涯にわたるスポーツ参画を通じ，心身ともに健康で幸福
な社会生活を営む上で持っておく基礎的素養」である
フィジカルリテラシー（日本スポーツ振興センター，
2019，p.2）であり，「体育・保健体育の授業等を通じて，
運動好きな子供や日常から運動に親しむ子供を増加さ
せ，生涯にわたって運動やスポーツを継続し，心身共に
健康で幸福な生活を営むことができる資質や能力（いわ
ゆる「フィジカルリテラシー」）の育成を図る」（文部科
学省，2022，pp.28-32）ことである．このように，生涯
にわたるスポーツ参画や学校体育を通じて「心身ともに
健康で幸福な社会生活を営む」というウェルビーイング
の実現に向けてフィジカルリテラシーの育成が求められ
ているのである．

これらの施策に基づき，学校体育では各校種で目標が
設定され，教育活動が展開されている（文部科学省，
2017a，2017b，2017c，2018，2019）． し か し， 岡 出

（2023，p.17）がディスコースの産出において指摘してい
るように，「体育の授業以外で実施されているスポーツ
実践やスポーツ科学の実践」を示している「第一次領域
で Physical Literacy をめぐる論議が積極的に展開」され
ても「学校教育という制度的な条件を踏まえて，そのよ
うな多様なスポーツ実践から特定の要素を抽出する，あ
るいは修正を加える領域」である「再文脈化領域に持ち
込まれる保障はない」注３）．したがって，学習指導要領に
おける学校体育の目標と上述のフィジカルリテラシーを
同列に比較するのではなく，まず，その前提となるフィ
ジカルリテラシー概念について検討する必要があると言
えよう．

以上の問題となる背景から，本研究の目的は次のよう
に設定されることになる．すなわち，本研究では，フィ
ジカルリテラシー概念を検討し，それが学校体育におい
て育成する能力に位置付けられるのかを示す．また，そ
の能力を育成する学校体育がウェルビーイングの実現に
向けてどのように関係するのかについて考察する．その
結果，ウェルビーイングの実現を目指した学校体育にお

いて育成する能力にフィジカルリテラシーを位置付ける
ことができるだろう．したがって，本研究では，次の手
順によって考察を進める．まず，フィジカルリテラシー
概念の源泉となる Whitehead におけるフィジカルリテラ
シーを検討し，その育成が学校体育へ適用可能かを示す

（Ⅱ）．次に，その学校体育がウェルビーイングの実現に
向けてどのように働くのかを検討し，ウェルビーイング
の実現にフィジカルリテラシーの育成がどのように関係
するのかを示す（Ⅲ）．さらに，Ⅱ及びⅢで示された学校
体育においてフィジカルリテラシーを促進する方法につ
いて検討し，身体運動の実践や身体に関わる知識が獲得
され，自己の身体と他者に対応する能力が高められるこ
とを示す（Ⅳ）．

Ⅱ．�Whiteheadにおけるフィジカルリテラシーと�
その学校体育への適用可能性

フィジカルリテラシーは，Whitehead が1993年に発表
した概念（三上，2021，p.36；Whitehead，2001，p.127）
と言われており注４），「フィジカルリテラシーを持つ個人
は，広範囲にわたる困難な環境との相互作用を通じて獲
得した，運動に対する反応の豊富な引き出しを持つ運動
者である」と説明されている（Whitehead，2001，p.135）．
また，Whitehead（2010，p.5）では，「フィジカルリテラ
シーは，生涯にわたり身体活動を営むために必要な動
機，自信，フィジカルコンピテンシー，知識ならびに理
解である」と定義されている．さらに，Whitehead

（2019，p.8）では，「個人に応じて，生涯にわたる身体的
活動の継続について責任を尊重し引き受けるための動
機，自信，フィジカルコンピテンシー，知識及び理解」
と説明され，定義が更新されている．したがって，本研
究では，最新の定義である Whitehead の2019年版のフィ
ジカルリテラシーに基づき，考察を進める．

2001年版のフィジカルリテラシーの簡潔な説明に対
し，2010年版のフィジカルリテラシーは，A から F まで
の６つの属性（表１）から構成され，2019年版では A か
ら H までの８つの属性（表２）へと増加している．

この属性については，2019年版において３つの領域
（情意，身体，認知）に分類されたことに特徴があると言
えよう．これらの領域は2010年版には未分類だが，（A）
Motivation（動機），（B）Confidence and physical compe-

tence（ 信 頼 と フ ィ ジ カ ル コ ン ピ テ ン シ ー），（C）
Interaction with the environment（環境との相互作用），

（D）Sense of self and self-confidence（自己感と自己への
自信），（E）Self-expression and communication with others

（自己表現と他者とのコミュニケーション），（F）
Knowledge and understanding（知識と理解）の６つが示
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されている．
これらの定義や属性に対して，三上は，Whitehead が

フィジカルリテラシー概念を発展させる動機づけとなっ
た４つの基本的影響を示している．すなわち，人間存在
における身体性の重要性に向けて重大な支持を与える実
存主義者（サルトル）や現象学者（メルロ＝ポンティ）
の 哲 学 的 著 作（IPLA，online2；Whitehead，1987，
Whitehead，2010，p.3），幼児期における運動発達の重要
性が忘れられているという見方，身体活動から遠ざかる
傾向についての増長の広範囲な不安が肥満や身体的およ
び精神的健康状態の問題を悪化させる可能性があるこ
と，先進国における学校体育がハイレベルなパフォーマ

ンスやエリート主義へと向かっている方向性への不安の
増大があること，である（三上，2021，p.36）．なお，三
上は，「身体リテラシーは生涯にわたるすべての身体活
動への参加に関わる概念であり，就学前の子どもにとっ
ても，成人や高齢者にとっても，学校教育で学習する者
にとっても重要である．」（三上，2021，p.45）とも指摘
している．したがって，Whitehead のフィジカルリテラ
シーは身体活動に関わる者全員にとっての基本概念であ
り，学習して身に付ける能力と言えよう．さらに，三上
は，「生涯にわたる身体活動への参加を重視する日本の
学校教育においては，こうした哲学的基盤に立ち返りな
がら身体リテラシーに関する議論を展開することが求め

表1　ホワイトヘッドによる2010 年版フィジカルリテラシーの属性

表2　ホワイトヘッドによる2019 年版フィジカルリテラシーの属性

表 1 ホワイトヘッドによる 2010 年版フィジカルリテラシーの属性 
 

A. Physical literacy can be described as a disposition characterised by the motivation to capitalize on 
innate movement potential to make a significant contribution to the quality of life. 

B. Individuals who are physically literate will move with poise, economy and confidence in a wide 
variety of physically challenging situations. 

C. Physically literate individuals will be perceptive in ‘reading’ all aspects of the physical 
environment, anticipating movement needs or possibilities and responding appropriately to these 
with intelligence and imagination. 
D. These individuals will have a well-established sense of self as embodied in the world. This, 
together with an articulate interaction with the environment, will engender positive self-esteem and 
self-confidence. 
E. Sensitivity to and awareness of embodied capability will lead to fluent self-expression through 
non-verbal communication and to perceptive and empathetic interaction with others. 

F. In addition, physically literate individuals will have the ability to identify and articulate the 
essential qualities that influence the effectiveness of their own movement performance, and will have 
an understanding of the principles of embodied health with respect to basic aspects such as exercise, 
sleep and nutrition. 

(Whitehead, M., 2010, pp.12-14 を筆者らが表化) 

表 2 ホワイトヘッドによる 2019 年版フィジカルリテラシーの属性 
A. Motivation to be proactive in taking part in physical activity, applying self to physical activity 
tasks with interest and enthusiasm, and persevering through challenging situations in physical 
activity environments (affective domain) 
B. Confidence in relation to the ability to make progress in learning new tasks and activities, and 
assurance that these experiences will be rewarding (affective domain) 
C. Movement with poise, economy and effectiveness in a wide variety of challenging situations 
(physical domain) 
D. Thoughtful and sensitive perception in appreciating all aspects of the physical environment, 
responding as appropriate with imagination and creativity (physical domain) 
E. The ability to work independently and with others, in physical activities in both cooperative and 
competitive situations (physical domain) 
F. The ability to identify and articulate the essential qualities that influence the effectiveness of 
movement performance (cognitive domain) 
G. An understanding of the principles of holistic embodied health, in respect of a rich and balanced 
lifestyle (cognitive domain) 
H. The self-assurance and self-esteem to take responsibility for choosing physical activity for life 
(affective and cognitive domain) 

(Whitehead, M., 2019, p.12 を筆者らが表化) 

表 1 ホワイトヘッドによる 2010 年版フィジカルリテラシーの属性 
Attributes of Physical Literacy 

A. Physical literacy can be described as a disposition characterised by the motivation to capitalize on 
innate movement potential to make a significant contribution to the quality of life. 

B. Individuals who are physically literate will move with poise, economy and confidence in a wide 
variety of physically challenging situations. 

C. Physically literate individuals will be perceptive in ‘reading’ all aspects of the physical 
environment, anticipating movement needs or possibilities and responding appropriately to these 
with intelligence and imagination. 
D. These individuals will have a well-established sense of self as embodied in the world. This, 
together with an articulate interaction with the environment, will engender positive self-esteem and 
self-confidence. 
E. Sensitivity to and awareness of embodied capability will lead to fluent self-expression through 
non-verbal communication and to perceptive and empathetic interaction with others. 

F. In addition, physically literate individuals will have the ability to identify and articulate the 
essential qualities that influence the effectiveness of their own movement performance, and will have 
an understanding of the principles of embodied health with respect to basic aspects such as exercise, 
sleep and nutrition. 

(Whitehead, M., 2010, pp.12-14 を筆者らが表化) 

表 2 ホワイトヘッドによる 2019 年版フィジカルリテラシーの属性 
A. Motivation to be proactive in taking part in physical activity, applying self to physical activity 
tasks with interest and enthusiasm, and persevering through challenging situations in physical 
activity environments (affective domain) 
B. Confidence in relation to the ability to make progress in learning new tasks and activities, and 
assurance that these experiences will be rewarding (affective domain) 
C. Movement with poise, economy and effectiveness in a wide variety of challenging situations 
(physical domain) 
D. Thoughtful and sensitive perception in appreciating all aspects of the physical environment, 
responding as appropriate with imagination and creativity (physical domain) 
E. The ability to work independently and with others, in physical activities in both cooperative and 
competitive situations (physical domain) 
F. The ability to identify and articulate the essential qualities that influence the effectiveness of 
movement performance (cognitive domain) 
G. An understanding of the principles of holistic embodied health, in respect of a rich and balanced 
lifestyle (cognitive domain) 
H. The self-assurance and self-esteem to take responsibility for choosing physical activity for life 
(affective and cognitive domain) 

(Whitehead, M., 2019, p.12 を筆者らが表化) 
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られる」（三上，2021，p.46）とも指摘しており，日本の
学校教育について検討する場合は，ホワイトヘッドの
フィジカルリテラシー概念の哲学的基盤についても検討
する必要がある．この哲学的基盤についての検討は別に
論じたい．

他方で，UNESCO は，Whitehead（2001）におけるフィ
ジカルリテラシーを「体育の基礎」に位置付け，Quality 

Physical Education（良質の体育）（以下，QPE と略す）に
ついてのガイドラインと方法論を公開し（UNESCO，
2015a，2015b），その後に３つの資料を公開している

（UNESCO，2021a，2021b，2021c）．QPE は幼少期から中
等教育までに計画される学習経験であり，生涯にわたる
身体活動とスポーツに取り組むための基盤として機能す
る．したがって，彼らが身体的に活動的な生活を送るた
めに必要な精神運動技能，認知的理解，社会的・情緒的
技能を習得できるよう，発達段階に応じた学習経験が必
要となる（UNESCO，2015a，p.15）．UNESCO によれば，
QPE は全ての子供が身体的，精神的，社会的，感情的に
向上するようにデザインされた多様な運動技能の学習を
含み，QPE によるフィジカルリテラシーの発展や国際的
な市民性に対する貢献が必要であるという．この QPE の
成果はフィジカルリテラシーを身に付けた児童生徒に対
して現れ，彼らは，生涯を通じて身体活動への参加を継
続するためのスキル，自信，理解を有している．そのた
め，体育は，生涯を通じて包摂的な市民参加を継続する
ための基盤として認識されるべきであるという

（UNESCO，2015a，p.20）．また，このフィジカルリテラ
シーは，「構造化された体育が提供された成果」であり，

「学習によって適切な機会を与えれば容易に達成可能で
ある」（UNESCO，2015a，p.24）という．このことからも，
フィジカルリテラシーは学校体育において学習して身に
付ける能力であると言えよう．さらには，OECD から体
育・保健教育の政策やそれらのカリキュラム，それらの
実践の現状と課題について新たな知見が紹介されている

（OECD，2019a，2019c）．特に，21世紀における体育の課
題と今後の方向性については，活発な身体的活動をまっ
たく行わないことによるウェルビーイングへの悪影響を
減らすこと，包摂性を強調すること，コンピテンシーベー
スのカリキュラムへ移行することが提案され（OECD，
2019a，pp.12-15），学校体育におけるフィジカルリテラ
シーの育成が謳われている（OECD，2019c，p.41）．

以上の動向からも，ウェルビーイングの実現に向けて
学校体育においてフィジカルリテラシーを育成すること
が可能であり，求められていることがわかる．これらの
動向に関連して，日本では2014年に当時の日本体育学会
から中央教育審議会に対して『健康とスポーツにかかわ

るリテラシー育成に向けた保健体育授業の充実に関する
要望書』が提出されている（日本体育学会，2014）．ま
た，2022年に策定された第３期スポーツ基本計画では，

「今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む12の施策」
が掲げられ，「（1）多様な主体におけるスポーツの機会創
出」における「②学校や地域における子供・若者のス
ポーツ機会の充実と体力の向上」の「b．子供・若者の日
常的な運動習慣の確立と体力の向上」の中でフィジカル
リテラシーが取り上げられている（文部科学省，2022，
pp.31-33）．この内，体力の向上については，鈴木（2020，
p.655）が今後の体力調査の測定内容や評価方法について
の新たな視点としてフィジカルリテラシーの概念を挙げ
ている．また，鈴木ほかは，フィジカルリテラシーの定
義を分析し，現在最も広く受け入れられている定義を
IPLA（2017，online）における“Physical Literacy can be 

described as the motivation, confidence, physical compe-

tence, knowledge, and understanding to value and take 

responsibility for engagement in physical activities for life.”
と示している（鈴木ほか，2022，p.60）．さらに，松尾

（2023）は，フィジカルリテラシーをめぐる動向と今後の
日本の体育・スポーツについて検討し，「ユアペース」に
基づく体育やスポーツのあり方から「マイペース」を達
成するあり方へ変容する必要性が問われる時代に入った
ことを強調している．このように，日本でも学校体育に
おいてフィジカルリテラシーの育成が可能であり，求め
られていることがわかる．

しかし，すでに挙げた岡出（2023，p.17）の指摘から
考えれば，Whitehead のフィジカルリテラシーを学校体
育に適用する場合，再文脈化領域である学校教育のカリ
キュラム作成者等に持ち込まれる保障はなく，学校体育
における目標と同列に論じることはできない．したがっ
て，本研究では，フィジカルリテラシーの属性と学習指
導要領において育成を目指す３つの資質・能力との関係
を検討することによって，Whitehead におけるフィジカ
ルリテラシーの学校体育への適用可能性を示したい．端
的に言えば，Whitehead のフィジカルリテラシーの属性
A ～ H 全てが３つの資質・能力の育成と関係することに
なる．それは，フィジカルリテラシーの育成が３つの資
質・能力の育成に影響し，３つの資質・能力の育成が
フィジカルリテラシーの促進に繋がるという関係であ
る．このフィジカルリテラシーと３つの資質・能力との
関係については，岡出（2023，p.28）が「英語圏の
Physical Literacy はするに焦点化されている概念と言え
るが，日本の体育の授業が想定している資質・能力は，
それ以上に多様な関わりを想定している」と指摘してい
る．Whitehead のフィジカルリテラシーが学校体育へ適
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用可能だとすれば，学習指導要領における学校体育の目
標にフィジカルリテラシーの育成を掲げ，その上で具体
的に育成する３つの資質・能力を掲げることになる．で
は，そのような学校体育とは何か．次節では，ウェル
ビーイングの実現を目指した学校体育とは何かについて
検討し，ウェルビーイングとフィジカルリテラシーとの
関係を整理する．

Ⅲ．�ウェルビーイングの実現を目指した学校体育に
ついての検討

児童生徒のウェルビーイングについては，国立教育政
策研究所が PISA2015年調査国際結果報告書をまとめ，
生徒のウェルビーイングの構成要素に心理的・認知的・
社会的・身体的特徴を挙げている．特に，同報告書では
主観的ウェルビーイングを取り上げて検討がなされてい
る（国立教育政策研究所，2017，pp.5-8）．この主観的
ウェルビーイングは，「肯定的なものから否定的なもの
まで，人々が自分の生活について行うあらゆる評価と，
人々が自身の経験に対して示す感情的反応を含む良好な
精神状態」と紹介されている（国立教育政策研究所，
2017，p.9；OECD，2015，p.14）．

これまでのウェルビーイングについての研究の多く
は，専ら「個人主義的な視点」に基づいて進められてき
たという（Badhwar，2014；カルヴォ・ピーターズ，
2017；渡邊・チェン， 2020）．渡邉・チェンによれば，

「日本人をはじめとする東アジアの人々のウェルビーイ
ングを考えるうえで忘れてはならないのは，身体的な共
感のプロセスや共創的な場を重要視する集産主義的
Collectivistic なアプローチ」であり，それは「欧米のウェ
ルビーイング構成要因と比較すると自己の占める割合が
低くなり，その分，他者や周囲の状況との連関が強いこ
とが特徴」であるという（渡邊・チェン，2020，pp.50-

59）．このウェルビーイングは，身体的な共感プロセスや
共創的な場における「わたしたちのウェルビーイング

（Collective Wellbeing）」に位置付けられる．そのポイン
トは「自律性」，「思いやり」，「受け容れ」である（渡邊・
チェン，2020，p.32）．彼らによるウェルビーイングの見
取り図は次のように示されている（図１）．

渡邉・チェンに従えば，本研究では，学校体育が「わ
たしたちのウェルビーイング」の実現に向けてどのよう
に働くのかを検討する必要がある．これまでウェルビー
イングは，主観的ウェルビーイングとして，健康教育や
ヘルスリテラシーとの関連から検討されてきており（国
立教育政策研究所，2017，pp.53-59），ラーニング・コン
パスの学びの中核的な基盤には「健康」が盛り込まれて
いる（OECD，2019，p.50）．WHO における健康の定義
やヘルスリテラシーの説明にウェルビーイングが含まれ
ていること（WHO，online，2024）からも，健康教育と
の関係が深いことがわかる．しかし，OECD（2023，p.7）
が述べているように，「生徒の健康とウェルビーイング
が優先事項である一方で，体育・保健教育におけるどの
ような政策や実践が生徒の健康とウェルビーイングを支
えているかについての確固たるエビデンスと政策知識は
不足している」．したがって，「わたしたちのウェルビー
イング」の実現を目指した学校体育について検討し，ど
のようなウェルビーイングを実現するのか，その実現に
フィジカルリテラシーの育成がどのように関係するのか
を示す必要がある．

日本スポーツ協会スポーツ医・科学委員会では，身体
リテラシー（Physical Literacy）評価尺度の開発が進めら
れている（日本スポーツ協会，2022，2023）．例えば，岡
出（2023，p.20）は，「学校教育で保障すべき Physical 

Literacy を示すことは，児童生徒に求めるそれを明示す
るという機能のみではなく，児童生徒にそれを保障しよ
うとする教師に求められる Physical Literacy とは何かを
問い直す契機を提供するという機能をも持つことにな
る」と指摘している．また，岡出（2023，p.36）は，「学
校教育内における Physical Literacy の育成は，学校教育
の制度的枠組みに即して展開されることになるため，学
校教育の目標達成に向けたその貢献について検討するこ
とを求められる」とも指摘している．したがって，本研
究におけるフィジカルリテラシーも児童生徒のみなら
ず，学校体育や教師の側にも位置付けられることとな
る．さらに言えば，フィジカルリテラシーという視点か
ら学校体育の目標やその実態に対する批判的検討を求め
るものとなる．それは，三上（2021，p.39）が指摘して
いるように，「身体リテラシーは，ハイレベルなパフォー
マンスを重視する学校体育に対する懸念から，教育概念
として発展してきたリテラシーと『身体』を結びつけて
提唱されたものにも関わらず，日本ではその逆が提唱さ
れている状態」だからである．

なお，岡出（2022，p.33）は，日本における教科とし
ての体育におけるフィジカルリテラシーの位置付けを確
認し，フィジカルリテラシーの定義の共通項を生涯ス図1　渡邉・チェンにおけるウェルビーイングの見取り図
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ポーツの志向とフィジカルリテラシーの４つの構成領域
（身体，認知，情意，社会）と想定している．さらに，岡
出（2022，p.47）は，2017年改訂の学習指導要領の目標
では「身体的リテラシーの４つの構成領域に関連した記
述が一貫して，バランス良く組み込まれていることも確
認できる」とも述べている．それは，教育課程全体を通
して育成を目指す３つの資質・能力が，フィジカルリテ
ラシーの４つの構成領域である身体的領域，認知的領
域，情意的領域，社会的領域にバランス良く組み込まれ
ているということである．では，「わたしたちのウェル
ビーイング」の実現を目指した学校体育はどのような教
育なのか．さらには，フィジカルリテラシーの育成が

「わたしたちのウェルビーイング」にどのように関係す
るのかについて検討する必要がある．

学習指導要領における学校体育の目標から考えれば，
校種に関係なく，次の６つを共通して育成しようとして
いることがわかる．それは，体育や保健の見方・考え方
を働かせること，課題を見付けたり，発見したりするこ
と，合理的・計画的な解決に向けた学習過程を通すこ
と，心と体を一体として捉えること，生涯にわたって心
身の健康を保持増進すること，豊かなスポーツライフを
実現したり，継続したりすることである．この６つ全て
に Whitehead のフィジカルリテラシーが働くことにな
る．したがって，学校体育において「わたしたちのウェ
ルビーイング」を実現するためには，本研究の I で述べ
た「主体的・対話的で深い学び」に必要な教師と学習者
の関係作りが重要であると言えよう．この「主体的・対
話的で深い学び」を実現する教育は，苅谷（2020，p.231）
が批判するような「教えられる知を『所与』と見なして
しまう傾向が強い日本の教育の習

ク セ

性」に陥らないように
する「知の再生産としての教育」（苅谷，2020，pp.226-

228）と捉えることができる．苅谷（2020，p.226）は，こ
の「知の再生産としての教育」が初等教育の段階では難
しいと考えているものの，中等教育以降では工夫が可能
と述べている．例えば，「数学であれば公式を覚えさせ，
それの応用を教えるだけでなく，その公式がどのように
して生み出されたのかを意識して教え，学ぶ」（苅谷，
2020，p.226）ことである．この教育を学校体育の文脈か
ら捉え直せば，教師が運動の技術，身体や健康について
の知識を覚えさせ，それらに関わる技能の発揮，思考・
判断して表現する方法，学びに向かう力や人間性等を教
えるだけでなく，教師が運動の技術，身体や健康につい
ての知識がどのようにして生み出されたり，技能がどの
ようにして発揮されるのか，それらの知識や技術，技能
について具体的な場面において思考・判断して表現する
方法，授業を通じて学びに向かう力や人間性等を意識し

て教え，子供と共に学ぶことである．この教育を器械運
動系で考えてみれば，教師が学習する基本技を覚えさ
せ，それらの応用（発展技）を教えるだけでなく，それ
らの技がどのように生み出されたのかについて，歴史を
含む技の構造や系統性から意識して教え，具体的な場面
を設定することのできる実技において学習者と共に学ぶ
ことと考えることができる．

また，苅谷は，「科学的な発見がどのように行われたか
に着目するだけでも，知の生産を疑似的に追体験でき
る」（苅谷，2020，p.226）こと，「高校段階での『探究学
習』の場でも，調べたことを発表するだけでなく，そこ
で得られた知識をどのように組み合わせ，組み立ててい
くと，個々の知識を超え，テーマとしている事象の見方
がどのようにかわっていくかを意識して教え，学ぶこ
と」（苅谷，2020，p.227）が可能とも述べている．それ
は，「教科書に掲載された知識を含め，既知と見なせる知
識も必ずそこに至るまでには，知の生産の過程を経てき
たことをなんとか追体験させる」（苅谷，2020，p.227）た
めである．したがって，「わたしたちのウェルビーイン
グ」の実現を目指した学校体育では，教師が身体や健康，
運動に関する知識の生産を追体験することも教え，児童
生徒がそれらを追体験して学ぶことができるようにする
教育が必要である．

以上の検討を踏まえ，次節では，Whitehead のフィジ
カルリテラシーに基づき，学校体育においてフィジカル
リテラシーを促進する学習方法について検討し，その学
習から身体運動の実践や身体に関わる知識が獲得され，
自己の身体と他者に対応する能力が高められることを示
す．

Ⅳ．�「学習の身体化」を通じたフィジカルリテラシー
の促進

すでに述べたように，現行の学習指導要領は「学びの
地図」として示されている．この「学びの地図」につい
ては，水原（2017，p.14）が「学習指導要領が『学びの
地図』になるには，一人一人の主体的で選択的な学びが
可能とならなければならない」と指摘し，公教育として
の学校の使命から「多くの人にとっては残念ながら『学
びの地図』にはならない」と批判している．前者は「地
図の機能化」についての指摘であり，地図はあくまで現
在地を把握して目標地点まで辿り着くための道具であ
り，地図を操る主体者が内容を選択し，自ら行動しなけ
れば地図の役割を果たさないということである．久保田
ほか（2018，pp.147-154）は，この「学びの地図」の機
能化を参考にして体育科・保健体育科における「学びの
地図～運動編」を考案し，教師がこの地図の見方（目標
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や運動それ自体の特性）を提示してコンパスの使い方
（身体運動の方法）を示さなければ，学習者が主体的・対
話的で深い学びを実現することは難しいと主張してい
る．また，久保田ほか（2021，pp.44-48）は，運動観察
の段階をポイント化する必要性を主張し，その４つの段
階と，パフォーマンスの「見える化」の３段階を提示し
ている．この運動観察の４段階とは，無意図的・結果的
に学習されている段階である「①授業者も学習者も運動
観察の対象を把握できない段階，②授業者による一方的
な方法の紹介に留まる段階，③授業者と学習者が各々で
運動観察を行う段階」と③から一歩進んだ「④授業者と
学習者が協働して運動観察を行う段階」（久保田ほか，
2021，p.45）である．また，パフォーマンスの「見える
化」の３段階とは，「A）学習者は自他の運動観察の段階
を自覚したうえで運動実践を通じた学習を展開する」こ
と，「B）学習者は自他の学習成果をパフォーマンスとし
て『見える化』して記録・保存し，運動実践の内容を更
新する」こと，「C）授業者も学習者と協働して運動を観
察する能力を獲得する」ことである（久保田ほか，2021，
pp.46-47）．また，高橋ほか（2021）は，ICT を活用した

「学びの履歴」としての映像や画像のポートフォリオ化
や課題・成果の「見える化」を図り，運動観察の相互作
用及び協働化の必要性を主張している．久保田ほか

（2021）や高橋ほか（2021）の研究から考えられること
は，文部科学省の GIGA スクール構想等による教育 DX

を通じて児童生徒が学習用端末やアプリを使うことがで
きるようになったとしても，児童生徒が自ら「学びの履
歴化」を進め，彼らが身体や運動に関わるリテラシーを
促進できるように教育する必要があるということであ
る．それは，先述した苅谷（2020，pp.226-228）の「知
の再生産としての教育」が必要であるということでもあ
る．すなわち，教師が教える知識や技術，技能の発揮，
思考・判断して表現する方法，学びに向かう力や人間性
等を履歴化して記録し，学習者が自ら再生産したり追体
験したりできるように学ぶことである．

本研究では，苅谷の「知の再生産としての教育」を参
考に，学校体育におけるリテラシーを促進する方法とし
て「学習の身体化」を挙げ，それをフィジカルリテラ
シー育成のための一つの方法として位置付けたい．学校
体育では，授業者が学習指導の内容を系統立てて学習者
を目標の達成まで導くために，彼らの「学習の身体化」
を目指すことでフィジカルリテラシーを促進させる．

「学習の身体化」とは，学習した内容を行為として理解し
て表現する方法であり，技術の獲得や技能の発揮を含ん
でいる．例えば，金子（2002，p.238）は，「運動の身体
化」への道程について，「日常生活のなかで，何の抵抗も

なく，意のままに使える動作でさえも，無反省な機械的
反復によって，いつのまにか身についてくるわけではな
い．習熟に伴って，次つぎと負担免除された運動図式を
よく定着させ，自動化の位相に持ち込み，その運動意識
から解放されるまでには，運動形成の長い道程が隠され
ていることを見逃してはならない」と述べている．金子
の言う「運動の身体化」とは，運動形成が身につくこと
であり，運動が形成されていく過程において習熟に伴っ
て運動の仕方がまとまりつつ自分の身になっていき，意
識せずにその運動を達成することができるようになるこ
とである．特に，金子は，「運動習慣の獲得は，そのつど
メタモルフォーゼを示す運動図式の意味を私の身体が了
解することなのである」（金子，2002，p.238）と述べ，

「一つの運動形態を身につけるためには，自らの世界に
私の運動感覚図式を住まわせ，『身体化』していかなけれ
ばならない」（金子，2002，p.239）と説明している．こ
こでいう運動感覚図式は，「私にできる

4 4 4 4 4

という運動感覚
能力」における「運動感覚のまとまり」（金子，2002，
p.353）である．この他にも，金子は，「わざは自分自身
に身体化される」（金子，2002，p.44）とも述べ，わざの
上達に技能が決定的な意味を持つことについて主張し，

「わざを身につけるということは，わざをわが身に創発
して，私に身体化することであり，いわば，そのわざが
そのまま私の『身体である』ということにならなければ
ならない」（金子，2002，pp.44-45）と述べている．さら
に，金子（2002，p.242）は，「生命ある人間が動くのだ
から，その人自身が運動感覚能力によって，動きかたを

『身体化』できなければ，現実の運動メロディーが実現さ
れるはずもない．どんな単純な運動形態でも，それを

『私ができる』というためには，その人が自ら動きかたを
身体化し，その運動感覚を私の身体が了解しなければな
らないのだ」と述べ，コツとの出会いの重要性を指摘し
ている．

この金子が述べる「身体化」はメルロ＝ポンティに基
づいている．メルロ＝ポンティ（1967，p.233）は，「或
る運動が習得されるのは，身体がその運動を了解したと
き，つまり , 身体がそれを自分の＜世界＞へと合体した
ときである．そして自分の身体を動かすとは，その身体
をつうじて諸物をめざすこと，何の表象もともなわずに
その身体に働きかけてくる諸物の促しにたいして，身体
をして応答させることである」と説明している．また，
身体化された認知（embodied cognition）について論じて
いるキーファー（2021，p.ⅲ）は，「身体化された認知の
見方は，われわれが世界をどのように理解し，概念知識
を構築するのかを決定するうえで身体－具体的には感覚
や身体的経験－が必須である」と説明している．
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このように，学校体育では，学習した内容を行為とし
て理解して表現する方法である「学習の身体化」によっ
て運動を習得し，その習得を通じてフィジカルリテラ
シーの属性である動機，自信，フィジカルコンピテン
シー，知識及び理解が促進することになる．この促進に
ついて，学校体育におけるバレーボールのスパイクの技
術指導について検討している久保田（2020）を例に挙げ
たい．久保田（2020，pp.50-51）は，バレーボールの面
白さの醍醐味であるスパイクが学校体育の指導において
うまくいかない技術の一つであることを指摘し，その技
術指導について運動学的見地から分析している . その結
果，「学習者による自らの動きに関する気づきの体験は，
学校体育において大きな価値を持っている」（久保田，
2020，p.58）こと，「比較的単純な技術練習をきめ細かく
指導しながら反復させていると，学習者のパフォーマン
スがどんどん良くなっていき，指導者としての存在意義
を感じることができる」こと（久保田，2020，p.59）を
挙げ，学習者自身の動きに関する気づきの体験の蓄積や
彼らが気づけるようになるための指導者の導きが重要で
あることを指摘している．Whitehead のフィジカルリテ
ラシーから久保田の指摘を捉え直せば，学習者による自
らの動きに関する気づきの体験の蓄積が，フィジカルコ
ンピテンシーや知識及び理解の獲得のみならず , 学習者
の運動に対する動機や自信を促進させることになるので
ある．すなわち，彼らの生涯にわたる身体活動の継続に
ついて責任を尊重し引き受けるための動機，自信，フィ
ジカルコンピテンシー，知識及び理解を促進させること
になると言えよう．また，久保田の指摘は，前述した岡
出の言う，児童生徒側の機能及び教師側の機能の両方か
らも捉えることができる．さらには，メルロ＝ポンティ
の言う，抽象的運動（又は把握運動）と具体的運動の差
異からも捉えることができる（メルロ＝ポンティ，
1967，pp.179-185）．これらは，「教師と学習者の関係作
り」から具体的に理解される．すなわち，「『学び』とい
う営みの本質を捉えながら，教員が教えることにしっか
りと関わり，子供たちに求められる資質・能力を育むた
めに必要な学びの在り方を絶え間なく考え，授業の工
夫・改善を重ねていく」学習／教育行為であり，「学校教
育における質の高い学びを実現し，学習内容を深く理解
し，資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的（ア
クティブ）に学び続けようとする」学習／教育行為であ
る（中央教育審議会，2016a，p.49）．

以上の検討から，「わたしたちのウェルビーイング」の
実現を目指した学校体育では，教育者としての授業者が
学習内容を系統立て，学習者を目標の達成まで導くこと
によって彼らの「学習の身体化」を図ることになる．こ

の身体化は，学習した内容をパフォーマンスとして行為
することで現れ，技術の獲得や技能の発揮を含んでい
る．さらに言えば，学習すること自体を身体化するよう
に教師が導くこととなる．また，この身体化は，児童生
徒の学習を習慣化するだけでなく，教師と学習者との関
係を明確にする．この関係作りもまた「学習の身体化」
の一つと言えよう．溝上（2018，pp.26-41）によれば，こ
の身体化の方法として，生徒同士の「身体を向け合う」
ことや傾聴姿勢が提示されている．教師は，自身の役割
を区別しつつ変化させながら教育活動を展開するため，
授業における学習指導方法は，一斉指導，アクティブ
ラーニング，問題解決型学習，プロジェクト型学習等，
目的に応じて多様に設定可能である．なお，久保田

（2020，p.59）が示しているバレーボールにおける「比較
的単純な技術練習の反復」は金子が批判する「反復訓練」
とは異なる．金子（2002，p.255）は，「単なる機械的な
反復訓練によっても，力動ステレオタイプは成立する
が，運動は鋳型化されるだけなのだ．それはほんとうに
意味核をもつ運動の形態発生ではないし，今ここにある
コツが身体化されたものでもない」と指摘する．金子が
述べる運動の鋳型化は，マイネル（1981，pp.25-26）の

「運動の仕方も，運動中のからだの姿勢や手足の保ち方
も，直線的

4 4 4

・幾何学的形態
4 4 4 4 4 4

のなかに是が非でも押し込め
てしまおうとするもの」であり，マイネル（1981，p.30）
は，「合理的に考え出された，機械的な，鋳型化された運
動形態は，喜びに満ちた運動体験には至らず，また，運
動を喜ぶ子どもや少年少女たちがそれらを行なうとき，
なげやりに，それどころかまったくやる気を失ってしま
う」と述べている．また，金子の鋳型化についての指摘
は，マイネルが「位相 C」（運動の安定化）における自動
化された運動の検討で指摘している内容（マイネル，
1981，pp.400-419）と同様であり，マイネル（1981，
p.409）は次のように述べている．

	　人間は自分の運動を自動化していって変容するので
あって，ロボットのように硬直して動き，反応する

“自動機械”に変容していくことではない．むしろ人間
はどんどん分化して反応する有機体に変容するので
あって，その有機体はあらゆる変化に耐えられるので
あり，きわめて複雑な状態に対しても負けずに“バラ
ンス状態”を保つものである．人間は硬直した“ロ
ボット”になれば破滅してしまうであろうし，可変性
をたえず備え，適応できるような有機体になれば，あ
らゆる障害を乗り越えるものである． 

マイネルの運動学理論から考えれば，本研究における
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「学習の身体化」とは，位相 A（運動の粗協調）から位相
B（運動の精協調）への過程に現れることになる．マイ
ネル（1981，p.382）は，「人間はスポーツ運動系のほと
んどの基本形態

4 4 4 4

を子ども時代の自由な習得のなかですで
に身につけてしまっている」と指摘し，それが位相 A に
おける「指導されて行なう訓練的修得」（マイネル，
1981，p.382）の基盤になるという．また，マイネル

（1981，p.387）は，「位相 B というものは意識をもった学
4 4 4 4 4 4 4

習
4

ないし練習段階
4 4 4 4

である」と説明する．これまでの考察
の通り，「学習の身体化」は，無意図的な単なる反復では
なく，意識的な学習によって運動が習得される時に生ず
る身体の了解によって応答できるようになっていくこと
であるため，運動の安定化である位相 C ではなく，前段
階までの過程で現れるのである．

そして，この「学習の身体化」が高等教育における「身
体化された学習」へと繋がる．シュワルツは，成人教育，
特に患者教育を健康のための「身体化された学習」とし
て捉え直し，臨床行動教育学を提唱している．シュワル
ツ（2016，pp.34-39）によれば，現実世界への主観的な
見方と科学への外的な見方の両方から「身体化された学
習」がなされるという．この「身体化された学習」は，

「経験的な学習と変容的学習を促す」ものである．その理
由は，経験的な学習が，Kolb（1984）が開発した経験的
な学習の４つの段階（具体的経験，経験のふり返り，新
たな概念形成・理解，新しい状況への知識の応用）から
なるモデルに当てはまり，変容的学習の可能性をもたら
すからである．特に，経験的な学習はふり返りを通じて
経験の意味付けをすることに特徴がある．また，変容的
学習は，「身体化された学習」によって学習者がいかに変
容するかを示している（ローレンス，2016，pp.117-

118）．例えば，「即興演劇を学んでいる参加者が普段とは
異なる自分を経験し始めると，それまでの自信が揺ら
ぎ，次第に受け入れるように変容し始め，自信がより広
がった能力で生かされるようになる」（メイヤー，2016，
p.49）ことである．したがって，高等教育，特に大学体
育では，この「身体化された学習」を通じて身体運動の
実践や身体に関わる知識の獲得を図り，自己の身体と他
者に対応する能力を高めることが期待される．先に述べ
たマイネルの運動理論から考えれば，「身体化された学
習」が位相 C に該当すると言えよう．

これまでの考察から考えれば，「わたしたちのウェル
ビーイング」の実現を目指した学校体育において育成す
る能力にフィジカルリテラシーを位置付けることは，教
師と学習者の関係を作って共に学習し，フィジカルリテ
ラシーの育成を図ることと言える．そのためには，学校
体育における学習目標と内容の体系化が重要となる．学

校体育では，小学校段階から高等学校段階までの12年を
４年毎に区切って学習目標と内容の体系化が図られ，体
育と保健との関連付けがなされるようになってきてい
る．この学習指導過程から考えれば，学校体育では身体
や運動，健康に関する知識や技能を「体育や保健の見
方・考え方」に関連づけ，さらにその見方・考え方を学
習者の志向性へ広げていく必要がある．特に，フィジカ
ルリテラシーの育成を学校体育の目標や内容に位置付け
ることによって，教師にも児童生徒にも学習する目標や
内容が自覚され，フィジカルリテラシーの促進が図られ
ることになる．

Ⅴ．結論及び今後の課題

本研究の目的は，フィジカルリテラシー概念を検討
し，それが学校体育において育成する能力に位置付けら
れるのかを示すこと，その能力を育成する学校体育が
ウェルビーイングの実現に向けてどのように関係するの
かについて考察し，ウェルビーイングの実現を目指した
学校体育において育成する能力にフィジカルリテラシー
を位置付けることについて検討することであった．考察
の結果，次の結論を得た．

Whitehead におけるフィジカルリテラシーは何度か更
新されており，本研究では，2019年版の定義である「個
人に応じて，生涯にわたる身体的活動の継続について責
任を尊重し引き受けるための動機，自信，フィジカルコ
ンピテンシー，知識及び理解」を採用した．フィジカル
リテラシーは全ての学習者にとっての基本概念であり，
学習して身に付ける能力である．学校教育では，
UNESCOがQPEを提唱し，フィジカルリテラシーを「体
育の基礎」に位置付け，フィジカルリテラシーが学校体
育において育成されることを求めている．また，OECD

は体育・保健教育の政策やそれらのカリキュラム，それ
らの実践の現状と課題について新たな知見を紹介してい
る．日本でも UNESCO や OECD の考えを取り入れてお
り，学校体育においてウェルビーイングの実現が目指さ
れ，フィジカルリテラシーを育成しようとしていると考
えることができる．学習者である児童生徒は，各自が
ラーニング・コンパスを持ち，学習指導要領という「学
びの地図」に沿いながら，共通の目的地となる「わたし
たちのウェルビーイング」を目指すことになる．

このウェルビーイングの実現を目指した学校体育にお
いてフィジカルリテラシーを促進する学習方法の一つは

「学習の身体化」である．「学習の身体化」とは，学習し
た内容を行為として理解して表現することであり，技術
の獲得や技能の発揮を含んでいる．この身体化は，学習
の習慣化だけでなく，教師と学習者との関係を明確にす
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る．高等教育では経験的学習と変容的学習を促す「身体
化された学習」を通じて身体運動の実践や身体に関わる
知識の獲得を図り，自己の身体と他者に対応する能力を
高めることになる．その育成のためには，学校体育の目
標と内容の体系化が重要となる．

本研究の課題は，９年又は12年間を見通した学校体育
の体系化である．特に，フィジカルリテラシーの育成を
目指した体系化が求められる．学校体育では運動や身
体，健康についての学習（学習の身体化）からフィジカ
ルリテラシーの育成が成立するのであり，それを経て高
等教育では「身体化された学習」へ発展させることが可
能である．

付記
本研究は2022（令和４）年度九州体育・スポーツ学会

課題研究助成を受けたものである．また，本研究の一部
は JSPS 科研費23K10780の助成を受けたものである．

注

注１	）本研究における英文の和訳は，基本的に筆者らが
訳出したものである．なお，ラーニング・コンパス
の訳出については，文部科学省が中心となって作成
した仮訳を参考にした（文部科学省，online4；
OECD，2020，pp.13-14）．

注２	）フィジカルリテラシーは，身体リテラシー，身体
的リテラシー，Physical Literacy 等といった表記が
なされている．本研究では，それらをまとめてフィ
ジカルリテラシーと統一して表記した．なお，引用
の場合は引用元に従って表記した．

注３	）岡出（2023，pp.17-21）が示しているディスコー
スの産出については，岡出（2021）が Kirk（2003）
を用いて詳細を説明している．例えば，「第一次領
域」は「学校外のスポーツ実践により生み出されて
いく」（岡出，2021，p.28）ものであり，「身体文化，
大学，WHO」が例に挙げられる（岡出，2021，
p.29）．また，「再文脈化領域」は「指導要領の作成
者が学校外で産出されるディスコースを学校という
文脈内に位置づける手続きを踏まえた上で , 学校内
に持ち込む」（岡出，2021，pp.28-29）ことによって
産み出される．その例には「国の委員会，カリキュ
ラム執筆者」が挙げられる（岡出，2021，p.29）．

注４	）IPLA（online2） や Corbin（2016，p.15）， 三 上
（2021，p.37）によれば，フィジカルリテラシーとい
う言葉は1900年代初頭にはすでに使用されており，
Whitehead が1993年 に“International Association of 

Physical Education and Sport for Girls and Women 

Congress”においてこの概念を独自に提唱したこと
を契機に注目を浴びるようになったようである．な
お，岡出（2021，p.57）では，2001年の国際女子体
育連盟大会（Congress of the International Association 

of Physical Education and Sport for Girls and Women）
における Whitehead の提案が起因していると指摘さ
れている．
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プロサッカー選手の引退後の大学教員へのキャリア
移行に関するセルフスタディ：

教職アイデンティティの形成に関わる実践知を手がかりにして

田　中　奏　一＊（京都先端科学大学）

金　高　宏　文　（鹿屋体育大学）

濱　中　　　良　（京都先端科学大学）

A Self-Study on the Career Transition of Professional Soccer Players to	
University Faculty:

Practical knowledge Related to the Formation of Teacher Identities

Soichi Tanaka	1）, Hirofumi Kintaka	2） and Ryo Hamanaka	1）

Abstract

This study aimed to provide insights to facilitate the smooth career transition of professional soccer players after retire-

ment, using a self-study based on the primary author’s experiences. 

The primary author, a former professional soccer player, successfully developed a strong teacher identity by gradually 

engaging in both research and education while maintaining identities as an athlete and coach. Transitioning to a university faculty 

position requires long-term career planning, and it is crucial to form a solid foundation for a teacher identity that compensates 

for the loss of athletic identity after retirement. The career services provided by the J-League can be instrumental in this 

process.

Further research is needed to examine more cases of professional soccer players transitioning to teaching careers, incorpo-

rating a broader perspective that includes athletic experiences.

Key words:  soccer, self-study, dual carrier, second career, university faculty

Ⅰ．研究の背景と目的

日本人アスリートの国際的な存在感の向上もあいまっ
て，国内のプロスポーツは10年以上前の企業スポーツが
主流であった時代に比べて，アスリートの待遇も向上し
ている．しかし，プロで長年競技に専念してきたアス
リートの多くは，引退後の生活に対する十分な準備がな
されておらず，多くのアスリートは厳しい現実に直面す
る（望月・横山，2005）とされている．コメンテーター

などメディア業界で華々しく活躍できるアスリートもい
るが，それも僅かであるし，現役時代からセカンドキャ
リアが保証されているアスリートは一握りしかいない

（光岡，2014）ことが現状である．アスリートは，スポー
ツ環境という特殊な環境に身を寄せ，社会生活における
諸々の可能性や選択を留保していることが多く，引退後
への移行は，様々な困難や問題を伴う場合もある（大
場・徳永，2000）．そのため，アスリートは，競技引退を
通じて「何を」「どのように」獲得し，そしてそれを引退

＊：責任著者　soichi.taichi4539@gmail.com
１） Kyoto University of Advanced Science
２） National Institute of Fitness and Sports in Kanoya
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後の生活においてどのように生かしていったのかを検討
した上で専門的介入方略を考案することが求められるよ
うになっている（豊田・中込，2000）．

そのような中，サッカー界においては，Ｊリーグで長
く活躍した選手が選手引退後に大学教員へと移行してい
るケースも散見される．プロサッカー選手が引退後に大
学教員に就くためには，キャリア移行でどのような苦悩
があり，乗り越える必要があるのだろうか．飯尾ほか

（2023）は，元サッカー選手が引退後のキャリアとして高
等学校の教員という職業選択に至った意思決定に影響を
与えた要因を検討しているが，プロスポーツ選手の高等
教育機関である大学の教員へのキャリア移行を検討した
研究は少ない．キャリア移行の研究では，すでに引退を
経験したアスリートに対して事例的にアプローチするこ
とが，引退に直面した複雑かつ多次元性に富んだ問題を
解決していく糸口を提供してくれる（豊田・中込，
2000）とされている．そのようなことからも，アスリー
トの困難克服の道筋についてアスリートの現実的な様子
に基づいて検討することは有意義（吉田，2006）といえ
る．一般に，プロサッカー選手がキャリアを送る上でど
のような出来事と苦悩があるのかは理解することは難し
い．よって，事例的な検討が必要であると考えられる．

教師教育の研究方法として，近年，多く用いられてい
るのがセルフスタディという手法である．セルフスタ
ディでは自己言及する研究の特性上，自分自身の置かれ
た状況や文脈，直面した葛藤についての記述が欠かせな
い（大坂ほか，2022）．これらを内省的に分析すること
で，他の研究手法では獲得できない深い洞察が得られる
と考える．セルフスタディの実践者となるためには，個
人でその対象となる実践と研究を進めることが前提であ
る（濱本，2021）．筆頭著者は，大学卒業後，11年間プロ
サッカー選手として活動し，引退を経て現在は大学教員
として採用され，元プロサッカー選手として自身の経験
を回顧し，研究手続きを踏んでまとめることができる．
元プロサッカー選手によるセルフスタディを用いたキャ
リア移行に関する研究はなく，引退後のキャリア移行に
大学教員を志望するプロサッカー選手のヒントとなると
考えられる．

また教員に関する研究においては，職業を通じて自身
を自覚する主観的感覚の職業的アイデンティティ

（Erikson, 1959）という概念の内，教師という職業が持つ
アイデンティティを指す教職アイデンティティ（劉，
2016）にしばしば焦点が当てられる．今日，教員に対す
る信頼や権威は失われている傾向にあるため，教員はア
イデンティティがゆらぎやすく（山田・長谷川，2010），
着実な教職アイデンティティの形成なくして勤まる職業

ではないといえる．高橋・重野（2010）は，プロサッカー
選手は引退時に「役割」を失うことで選手の「アイデン
ティティ」を失うことを問題点として挙げている．プロ
サッカー選手のキャリアでの出来事を，どのように捉え
て行動し，失った職業としてのアイデンティティをいか
にして着実に形成することができるのかの実践知，特
に，何をどのような順序で行うのかを指す「段取り実践
知」（金子，2002）が呈示できると，これから教員への
キャリア移行を考えるプロサッカー選手にとって有用な
知見となるだろう．

そこで，本研究では，筆頭著者自身が対象事例となる
セルフスタディの研究方法を用いて，プロサッカー選手
が大学教員へのキャリア移行する際に得られた実践知を
整理するとともに，対象者の教職アイデンティティ形成
ついて検討することとする．

なお，本研究のキャリア移行は，家庭教師や指導者を
含む「教師」としてではなく，学校に勤める「大学教員」
へのキャリア移行を対象としている．また，キャリアに
関する主要な職業の移行を論じるにあたり，本研究では

「大学教員」を大学の常勤教員として扱う．筆頭筆者と共
著者の勤める高等教育機関である大学は，小学校，中学
校，高校とは異なり，研究と教育を行う教育機関であり，
大学教員もこの双方の能力が求められる（羽田，2011）．
そのため，教職アイデンティティを，「大学」の「教員」
という職業における，社会との関わりの中で自己を認識
する構造（Erikson, 1959），すなわち，研究者と教育者と
しての自覚と限定的に定義し，研究を進める．

Ⅱ．研究方法

・対象者
本研究の対象者は，筆頭著者自身（分析時年齢：34歳）

である．筆頭著者は，K １大学では経営学を専攻し大学
卒業後，2012年にＪ２リーグ所属クラブに入団し，６年
間在籍し退団．2018年に J３リーグ所属クラブに入団し，
３年間在籍し退団．2021年に JFL 所属クラブに入団し，
２年間在籍した後，解雇通告を受け引退した．教員への
キャリアに繋がる沿革としては，プロ４年目の2016年に
経営学の O 大学大学院博士前期課程に入学，２年間で修
士号（経営学）を取得し修了した．プロ９年目の2020年
には体育学の K ２大学大学院博士後期課程に入学，４年
間で博士号（体育学）を取得し修了した．また，選手活
動の傍ら，プロ10年目より所属するクラブのスクール
コーチ，11年目より大学の非常勤講師（一般体育科目担
当）として勤務をはじめ，11年間の現役生活を終えた後
の2023年の１年間は大学非常勤講師（一般体育，一般教
養科目担当）とスクールコーチとして勤務し，2024年に
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大学の常勤教員（嘱託講師・一般体育科目担当）として
入職した．

・方　法
本研究では，セルフスタディを用いて検討した．セル

フスタディとは自分とは何者かの研究であり，自分の行
動の研究であり，自分の認識や思考についての研究であ
る（齋藤，2021）．実践の改善を目的とし，批判的友人の
介入があり，目的にあった多様な手法を用いて，専門家
コミュニティの構築を目指すことを特徴とした教師教育
研究である（武田，2019）．

この方法で特に重要なのは批判的かつ協同的に研究を
実施することであり，それがクリティカル・フレンドと
呼ばれる仲間の存在である（岡村ほか，2022）. 本研究で
は，共同著者の A 氏と B 氏の２名をクリティカル・フレ
ンドとして研究を進めた．Ａ氏は，30年以上にわたる大
学教員としての長いキャリアを有している．筆頭著者は
A 氏が所属する大学院に在籍し，研究指導を受けたほ
か，プロサッカー選手に関する質的研究を共同で行って
いた経緯がある．Ｂ氏は，中学校や高等専門学校，大学

と，多様な年代で教員としてのキャリアを持つ．筆頭著
者の所属する大学で常勤の教員として勤めており，同じ
職場で教育研究を行っている．また，両氏ともアスリー
トから教育者となった教員である．実践知を聞き取る研
究においては，聞き手が語り手と同様の経験を積んでい
ることが役立つ（桜井・小林，2005）とされている．そ
のようなことから共同研究者の A 氏と B 氏は，批判的友
人の介入を目的にインタビューアーを務めるクリティカ
ル・フレンドとして適していると考えられる．

・インタビューと分析
セルフスタディは，研究者の問題意識によって方法が

設定される柔軟性を持っている（Loughran, 2004）. 本研
究では，濱本（2021）を参考に，2024年５月から６月に
かけてＡ氏とＢ氏がインタビューアーを務める非構造化
インタビューを３回（2024年５月９日，６月３日，６月
20日），約１時間ずつ実施した．インタビューでは，まず
筆頭著者に関するキャリア年表（表１）を筆頭著者自身
が作成し，共同研究者に共有した．そして，共同研究者
はキャリア年表を基に，筆頭著者がサッカーを始めたこ

表１　キャリア年表（筆者作成）

32

 604

表１ キャリア年表（筆者作成） 605

 606

  607

12～15
2004
～
2002

T中学校 TクラブU-15に所属
チームメイトのレベルの
高さ故に自信の喪失する

15～18
2005
～
2007

K高校
TクラブU-18に所属
高校3年時にレギュラー
として全国大会優勝

最後の大会に出場し優勝し
たことで自分もプロになれる
のではないか？と感じる
（高校3年）

１年目 22～23 2012 J2　Oクラブ リーグ戦2試合に出場
プロ選手としてやっていける
か不安を覚える

引退後に備えてなにか取り組んだ方がよいの
ではないか？

２年目 23～24 2013
レギュラー選手として
リーグ戦31試合に出場

プロ選手としての自信を
得る

引退後について想定することはあまりなくなる

３年目 24～25 2014
レギュラー選手として
リーグ戦28試合に出場

引退後について想定することはよりなくなる

４年目 25～26 2015
出場機会が激減
12試合に出場

O大学大学院
博士前期課程を受験

将来大学に関わりたいと考え、大学院を調べ
始める

５年目 26～27 2016 14試合に出場
O大学大学院
博士前期課程に入学

６年目 27～28 2017 解雇通告
まだまだサッカー選手を
続けたい

解雇通告を受けて、引退後を意識し始める
修士号を確実に取得する必要性を感じる

7年目 28～29 2018 J3　Kクラブ
レギュラー選手として
リーグ戦30試合出場
リーグ戦2位J２昇格

修士号を取得
修士号を取得した後も、学びを継続したいと
思う

8年目 29～30 2019
リーグ戦12試合出場
リーグ戦21位J３降格

K2大学大学院
博士後期課程を受験

9年目 30～31 2020 解雇通告

解雇通告を受けて
まだサッカーを続けたいが、
トップレベルを目指すのは
諦める

K2大学大学院
博士後期課程に入学

博士後期課程を通じて初めて研究者としての
自覚をもつ
解雇通告を受けて、サッカーを続けながらも、
セカンドキャリアを進める必要性を感じる

10年目31～32 2021 JFL　Nクラブ
レギュラー選手として
リーグ戦24試合に出場

副業としてNクラブス
クールコーチ
ＪＦＡC級コーチライセ
ンスを取得

Nクラブスクールコーチやコーチングライセンス
講習を通じて、初めて指導者としての自覚を持
つ

11年目32～33 2022
JFL優勝Jリーグ昇格
解雇通告
現役引退

解雇通告を受けてまだサッ
カーは続けたい気持ちは
残っていた

副業としてNクラブス
クールコーチとN大学
非常勤講師

非常勤講師の勤務を通じて教育者として初め
て自覚をもつ

引
退
後

１年目 33～34 2023
民間サッカー
スクール

引退を決断後、セカンドキャ
リアの方針が決まるとサッ
カーを続けたい気持ちはなく
なる

民間サッカースクール
でコーチとして勤務
副業としてN大学非常
勤講師

大学教員を目指すと明確に決める

34～ 2024 K3大学
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ろから現在に至るまでを振り返り，どのように教職アイ
デンティティが育まれてきたのかを深掘るようにインタ
ビューを展開した． 録音したインタビュー内容は速やか
に逐語化した．

分析では，教職アイデンティティの形成に関わる事柄
を抽出した．抽出した内容について信頼性と妥当性を高
めるために，筆頭著者と共著者との間でトライアンギュ
レーションを行った（北崎・會田，2018）．

結果の呈示は，インタビュー内容の逐語録を書き言葉
に修正した上で引用しながらナラティブを記述すること
によって，筆頭著者の思考過程を読者が追跡しやすく配
慮した（金・弘胤，2018）．そして，プロサッカー選手が
大学教員へとキャリアを移行するための教職アイデン
ティティ形成について検討し考察した．

Ⅲ．結　果

インタビューにおいては，キャリア年表を参考に共同
研究者２名より，筆頭著者の大学教員へのキャリア移行
に至った経緯を中心に問われた．話の展開によりＪリー
グのキャリア支援制度についての質問もあった．キャリ
ア移行や教職アイデンティティの形成に深く関わる内容
を抜粋し呈示した．（　）は筆頭筆者が補足した事項であ
る．

大学院（修士課程）の入学経緯について

Ａ氏：O クラブ（プロ１チーム目の所属クラブ）に入っ
て，2015年（プロ４年目）に出場機会が激減し，大学院
を調べ始めたとありますが，これはなぜすぐに大学院に
行こうとなったのですか？

筆頭著者：もともと（プロ）１年目に全く試合に出場す
ることができなかったのですが，その時に，今まで大学
まで部活と大学の勉強を両立してきていたのに，いきな
りサッカーだけの生活になりました．それなのに試合に
出られなくて，すごく不安になりました．ただ，それが

（プロ） ２ 年目， ３ 年目って順調に試合に出られるよう
になったので，特にその気持ちもスッとなくなったので
すが，また （プロ）４ 年目になった時に，やっぱりここ
のままじゃダメだなと思いました．サッカーだけをやっ
ていてもというか，サッカーはもちろん全力でやるけれ
ども，並行して何かほかのことを進めないと，サッカー
が無くなった時に，僕は何も持っていないなというのを
すごく感じまして．大学の時にすごく影響を受けたので，
大学に関わりたいなと大学院について調べ始めました．

Ａ氏：何もないと考えた時に企業に就職することなどほ
かのことを考えずすぐ大学教員（になろう）となったの
ですか？
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つ

11年目32～33 2022
JFL優勝Jリーグ昇格
解雇通告
現役引退

解雇通告を受けてまだサッ
カーは続けたい気持ちは
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副業としてNクラブス
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非常勤講師

非常勤講師の勤務を通じて教育者として初め
て自覚をもつ

引
退
後

１年目 33～34 2023
民間サッカー
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副業としてN大学非常
勤講師

大学教員を目指すと明確に決める
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筆頭著者：サッカーの方は，這い上がろうという気持ち
というのは全然薄れていなくて，姿勢とかそういうのは
全く変わってないけれども，自分はサッカーを失った時
に何も持っていないなというのをすごく感じました．

大学生の時に，漠然とですけれども，大学に関わりた
いなというのをすごく思いました．

Ａ氏：それはなぜでしょう？

筆頭著者：僕は高校までユースチームにはいたけれど
も，高校までほとんど試合に出られませんでした．ただ，
大学に入って，それも技術的に上手くなったというわけ
ではなくて，周りとコミュニケーションを取って，連動し
て（プレーを）やっていたら，自分も輝けるということを
分かってからうまく（事が）行き出して，プロに大きく近
づいたという経験があったので．コーチというよりも，な
にか教育者として関わりたいなとはすごく思っていまし
た．ただそれはちょっと漠然としていて，別に大学教員
がどういうルートで行かないといけないとかは正直に言
うと O 大学を調べた時にもそこまで詳しくは調べていな
くて．ただ，大学は研究機関だということはわかってい
たので，やっぱり大学院だなと思ったのがきっかけです．

A 氏：（K １）大学の影響が大きかったのでしょうか？

筆頭著者：はい，そうだと思います．学業とサッカー両
方で組織としてしっかりしていた大学だったので，学業
もサッカーも，周りの学生からいろいろなことを学び続
けることができて居心地が良かったのだと思います．

B 氏：高校の教員とかの選択肢は全然浮かばなかったで
すか？ 

筆頭著者：イメージとして高校の時の感覚はすごく子供
で，頑張ることだけで物事を済ましていました．でも大
学で色々なことが頭で整理されて物事を解決していくと
いうことを覚えるようになったので，その世代は自分が
経験したことなので，何か教えられることがあるなと思
いました．

Ｂ氏：もう少し遡ると，プロに入った時と，プロで試合
に出ていた時は J １に行きたいという気持ちがあったの
か，もうＪ２で試合出られているところで満足だったの
かはどうだったのでしょうか？

筆頭著者：プロに入る前も，入った後も J １でやりたい

（プレーしたい）という思いはすごくありました．希望に
満ち溢れていました．

プロ６年目に受けた初めての解雇通告後について

A 氏：（プロ６年目に）解雇になってすぐに修士号（経営
学）を取っていますが，これはなにか悲壮感みたいなも
のがあったのでしょうか？

筆頭著者：すごくありました．修士課程なので，授業も
たくさん受けて研究もしてはいたのですけれども，やっ
ぱり本腰はサッカーに置いていたので，ある意味，ダラ
ダラと受けていた感じでした．ただ，いざクビ（解雇）
になって初めて挫折を味わって，選手を失ったら本当に
自分には何もないと思いました．そこでまずはこの修士
号（経営学）を取らないといけないとスイッチが入りま
した．修士号（経営学）を取った後もその時の影響が
あったので，このまま学びを継続していこうということ
で，移籍後（プロ７年目）も（体育・スポーツ学の）博
士課程を調べ始めました．

A 氏：サッカーの試合に出られなくなったときに，この
ままではまずいと，大学院の学業を頑張って，試合に出
られるようになったらその気持ち薄れていくのを繰り返
していたような感じでしょうか？

筆頭著者：そうですね．ただ，O クラブの時は試合の出
場によって気持ちが変動していましたけど，K クラブ

（プロ２チーム目の所属クラブ）に行って博士課程に
入ってからは学会とか，先生方に指導を受けたり，ゼミ
の仲間の発表とかを聞きながら，研究者としての心得と
いうか，そういうものが身についていきました．なので，
学業の方の熱量がなくなることはありませんでした．た
だ，O クラブの時と一緒で（学業に）フルベットができ
ていたというわけではなかったかもしれないです．

Ｂ氏：１回目の解雇の時に，別の道に進もうとは考えな
かったのでしょうか？　経営学修士号を取っていたら，
28歳だとまだ企業の選択肢も十分あると思います．

筆頭著者：そうですね．（一回目の）解雇になった時にま
ずは修士号を取ろうという気持ちでいて，その時に K ク
ラブからオファーが来てサッカーができる，まだサッ
カーで上を目指したいと思ったので，そういう道（別の
道）を考える前に，ことが進んでいきました．
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博士課程進学以降の経緯について

Ｂ氏：他者からの助言みたいなものもあったのですか？　
大学院行ったほうが良いのではないか？とか，博士課程
に行ったほうが良いとか，外から助言みたいなものはな
かったのでしょうか？

筆頭著者：そうですね．それが全くありません．全部自
分で調べて大学院（博士課程）に行くことを決めました．
ただ，K クラブをクビ（解雇）になった時に，いろいろ
な人に相談して話を聞いてもらって，そこで大学教員に
なりたいなとは思っていました．

Ａ氏：（大学教員になる）決断みたいなものは，Nクラブ
（プロ３チーム目の所属クラブ）に行く前ぐらいだった
のでしょうか？

筆頭著者：N クラブに行った時には，ある程度，大学教
員に進みたいとは思っていました．（N クラブで）現役

（選手）をしながら非常勤講師も勤めだしたので．ただ，
それでも自分が大学教員に進むと最終的に決断したの
は，現役を引退した時でした．非常勤講師として勤めて，
自分には（この仕事が）合っていると思ったし，大学生
を教えることがこの先の道として良いなとやりながら

（勤めながら）そういう気持ちは大きくなっていきまし
た．N クラブにいた時は（N クラブ運営小学生対象サッ
カースクールで）週に１度のコーチも始めて，サッカー
をプレーするのと「教える」のは全く別物だなと感じて，

「教える」感覚を掴むために良かったことでした．また，
N クラブでスクールコーチをしていたことで，（サッ
カーを）辞めて１年間は（民間の）スクールでコーチと
して雇ってもらうことにつながったので良かったです．

プロサッカー選手が大学教員へ移行するためのキャリア
のつなぎ方について

Ａ氏：（プロサッカー選手が）大学教員になる気持ちが
あるようだったら，長期にわたる計算をしないと就職で
きないから，少しずつ大学院を長期履修していけば，大
学院でお金を払わないといけないけれども，ある種の

（就職の）保険のようなものにもなるし，大学からプロに
なった選手は，（大学教員になる）可能性があると思いま
した．

筆頭著者：Ｊリーグにはセカンドキャリア支援制度があ

ります．年間で最大20万円の（支援を受けられます）．私
も大学院のお金の大部分をそれで払っています．

Ａ氏：その制度のことは選手みなさん知っているので
しょうか？

筆頭著者：はい，セカンドキャリアに向けた資格取得な
どの活動に対して支援金が出るという説明を受けます．

Ａ氏：Ｊリーグでこのようなこと（大学院にいくこと）
を現役中にやっている人はいるのかな？

筆頭著者：デュアルキャリアとして，ビジネスとかを始
めるというのは，僕がＪリーグにいた時には，もう当た
り前になっていたので，他のこと（サッカー以外のこと）
をやっている人はいました．ただ，大学院に行っていた
人は周りにはいなかったです．

現役引退の経緯について

Ａ氏：N クラブの２年目に非常勤講師を勤めて N クラブ 

２ 年目に退団が決まって，ここでもうすんなりと（選手
を）辞めようと思ったのでしょうか？

筆頭著者：そうではありませんでした．N クラブではこ
の年に（JFL で）優勝して一応試合にはある程度絡んで
いて身体も動いてたので，やっぱりまだやりたいなって
いう気持ちが正直ありました．それでも，（シーズンが）
終わってまあ数ヶ月過ごす中で，自然と，「ここが辞め時
だな」と思いました．いざ引退を決めた後は，今思うと
もっと早く（選手を）辞めても良かったなって思うほど，
今は大学教員としてキャリアを積むことに努めたい気持
ちが強く，未練は何もありません．

Ⅳ．考　察

１．�Role-Exit Modelを手がかりにした対象者の
キャリア移行の段階

Ebaugh（1988）は Role-Exit Theory と呼ばれる，キャ
リアにおいて役割を基準に，役割を終えて次の役割に移
行するまでの期間を分けて説明した理論を展開してい
る．上代・野川（2013）は Role-Exit Theory について，第
１段階は，ある職業に就いてから，その職業に自分が向
いているのか否か，または続けていけるのかなどの不安
や疑問を感じる段階，第２段階は，現状への不安や疑問
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が高まり，次の職業を模索する段階，第３段階は，人事
異動やリストラ，あるいは疾患などを理由に転職が現実
的になる段階（転換期），そして，転換期を迎えて新しい
職業に就くまでが第４段階であると説明している．その
上で，24名の創成期のプロサッカー選手への質的研究を
行い，解雇通告を受けて非自主的に引退した選手の多く
は，第３段階の転換期を迎えてから，次の職業を模索し
始めており，いわゆる第３段階に遭遇した後に第２段階
を経験するというように順序が入れ替わっていたことを
明らかにしている．そして，Role-Exit Theoryをアスリー
ト用に援用した Role-Exit Model（Drahota・Eitzen, 1998）
を元に，日本人プロサッカー選手のプロセスに合った修
正モデル（図１）を作成している．筆頭著者は，解雇通
告を受けて引退した非自主的な引退のプロサッカー選手
であり，修正モデルに該当していると考えられる．

Ebaugh（1988）の Role-Exit Theory は，プロサッカー
選手から大学教員へのキャリア移行のプロセスを段階的
に論じることが可能で，かつ，特定の役割からの離脱だ
けでなく新たな役割の獲得過程における実践知の構築に
も焦点を当てるため，大学教員としての教職アイデン
ティティの形成過程を分析する上で有用であると考える．

そこで，逐語化したインタビュー内容を元に共著者と
共に検討を行い，選手としてのキャリアについて，役割
を終えて次の役割に移行するまでの期間の段階を分ける
こととした．筆頭著者は，選手生活で３度の解雇通告を
受けており，その都度，意識の変化が顕著に見られたた

め，解雇通告の時期を境に段階を分けるのが妥当である
と考えた．その中で，筆頭著者のキャリアにおいては，
非自主的な引退選手について（上代・野川，2013）が示
した修正 Role-Exit Modelのキャリアの順序と同様に，第
３段階の転換期を迎えてから，第２段階の代替キャリア
の模索をしていたと考えられる．ただし，修正 Role-Exit 

Model においては，受動的な引退後に代替キャリアの模
索が始まるとされているが，筆頭著者は，セカンドキャ
リアに向けた活動を現役中に進めており引退直後には，
第４段階の新たな役割の創造期に掛かっていた．以下で
は，これらの段階に沿って考察した．

・プレ段階（プロになる前）
筆頭著者は，中学高校期に満足に試合に出場できな

かった経験に反して大学期では試合に出られるようにな
り，成功を体験したと想起している．成功経験に対する
自伝的推論は，アイデンティティの確立，自尊感情，人
生満足度との間に有意な相関が示されている（佐藤，
2017）．大学期に学習習慣や社会性を身につけ試合に出
られるようになった強い成功体験から「プロに大きく近
づいた」と同時に，大学卒業後「大学に関わりたい」と，
アイデンティティの確立までとはいかないものの，大学
教員としてのアイデンティティが芽生え始めたと考えら
れる．

また，教員採用内定者への調査では，教師の志望動機
の構造には「子どもが好き」，「教師という職業への憧れ」
などが深く関わっていることが報告されている（藤原，
2004）．しかしながら，筆頭著者は，自身の「プロに大き
く近づいた」成功体験に紐づきながら，「色々なことが頭
で整理されて物事を解決していく」という大学の教育的
価値に興味を抱いていると考えられる．憧れから教職を
希望している学生よりも，教職や教育の価値に着目して
教職を志望している学生の方が，教育実習を通して教師
としての効力感やアイデンティティを発達させる傾向が
あるという研究（田中，2020）もあり，こういった考え
方が後の教職アイデンティティ形成に影響を与えている
かもしれない．

ただし，アスリートは，デュアルキャリアに対する関
心が薄く，自らの運動能力を向上させる傾向にあり

（Ryba et al，2017），筆頭著者も，プロ選手になりたい気
持ちが先行しており，大学期はアスリート引退後のキャ
リアに対する思考はほぼ皆無であったといえよう．

・第１段階　自己不安（プロ１年目～プロ６年目１回目
の解雇通告前まで）
前段階において教職アイデンティティの芽生えが見ら
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図 1  修正 Role-Exit Model 出所：（上代・野川，2013）より抜粋 609
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図１　修正 Role-Exit Model
出所：（上代・野川，2013）より抜粋
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れたが，あまり抱いていなかったデュアルキャリアへの
意識に変化があったのは，入団してからプロサッカー選
手に対しての不安を覚えたプロ１年目だといえよう．そ
の原因として，ライフバランスの変化と，限定的な試合
への出場機会があると考えられる．荒井ほか（2018）は，
アスリートのライフバランスに関する競技生活と競技以
外の生活についての充実を促進する要因に，「バランス
を取ろうとすること」と，どちらかに軸足を置き「バラ
ンスを取ろうとしないこと」という背反する両者の心が
けがアスリートへのインタビューから抽出されたとして
いる．筆頭著者は，「今まで大学まで部活と大学の勉強を
両立してきていたのに，いきなりサッカーだけの生活に
なりました．それなのに試合に出られなくて，すごく不
安になりました．」と，サッカーだけに注ぐ生活に不安感
を覚えており，それまで学業とサッカーを両立しバラン
スを取ろうとしていたことが，ライフバランスになって
いたと説明がつく．また，筆頭著者の語りから，プロ１
年目と４年目に試合への出場が限られていたことが，上
代・野川（2013）の修正 Role-Exit Model にある現状への
不安や疑問が高まる理由となっていると推察される．

近年は，現役中から競技引退後どう生きていくか考え
計画を立て準備をする「デュアルキャリア」の概念が主
流となっている（高城ほか，2019）．10年以上前に存在し
ていた「競技以外の何者であることも許されない」状況

（小島，2008）はなく，現役中に引退後のキャリアについ
て考え行動を起こすのは不自然でない風潮であったと考
えられる．しかしながら，「大学教員がどういうルートで
行かないといけないとかは・・・そこまで詳しくは調べ
ていなくて」という筆頭著者の語りから，大学院（修士
課程）に通い始めた理由は曖昧でとても詳細に引退後の
キャリアについて考える余裕はなかったことがわかる．

・第３段階　転換期（プロ６年目１回目の解雇通告後～
プロ９年目２回目の解雇通告前まで）
筆頭著者の語りより抽出された「挫折」について神原

（2008）は，主観的価値，特に達成価値を感じていたこと
に対して失敗をし，その際に無力感や絶望感を感じるこ
とと定義できる可能性を示している．その上で，和ほか

（2011）は，アスリートの挫折時の心境を，競技を続ける
か葛藤している心境であるとしている．プロサッカー選
手に対する解雇通告は，競技の強制的な非継続を申告さ
れ，それまでの培ってきたアスリートとしてのアイデン
ティティが大きくゆらぐ可能性のある事象であるといえ
る．筆頭著者は，プロ６年目の解雇通告によって一時的
にアスリートとしてのアイデンティティを失い，「選手
を失ったら本当に自分には何もないと思いました．」と，

自身が職業的なアイデンティティを他に何も持っていな
いことを自覚するようになった．２クラブ目（K クラブ）
の入団が決まった後は，セカンドキャリアの方針は定
まっていないものの，他の職業的なアイデンティティを
つかみとりたいという意欲が芽生え修士号を着実に取得
した要因となったと考えられる．また，修士号を取得し
たことで，博士課程進学の選択肢が生まれ，選手として
上を目指す傍ら，選手としての活動に負担にならない自
然な流れで博士課程に進学が可能となったことがわか
る．

坂井（2011）は，大学教員は常に自分自身に固有の研
究課題を保持し，それを追求し続けなければならないと
している．筆頭著者は，博士課程に入学し，他の研究に
触れる機会が増えたたことで，「研究者としての心得と
いうか，そういうものが身についていきました．」と，大
学教員としてのあるべき姿を理解しつつあったと考えら
れる．

・第２段階　代替キャリアの模索（プロ９年目２回目の
解雇通告後～プロ11年目選手引退まで）
教職や教育の価値に着目して教職を志望している学生

は，教育実習を通して教師としての効力感やアイデン
ティティを発達させる傾向にあることが報告されている

（田中，2020）．また，教育実践経験に対する自伝的推論
という内的な省察過程は，教職アイデンティティにつな
がることも示されている（佐藤，2021）．教育実習経験が
なく大学教員を志した筆頭著者は，大学時代の経験を回
顧し工夫しながら勤めた非常勤講師としての実践経験が

「自分には（この仕事が）合っていると思った」と，教職
アイデンティティを大きくした要因となっていると考え
られる．このことは，教育の価値に着目して教職を志す
社会人にとっても，初めての教育経験が教職アイデン
ティティを発達させる可能性があることを示している．

また，スポーツ指導を行っている教員はスポーツ指導
者としての自覚や役割を認識し，指導者アイデンティ
ティを高めることで，意欲的にスポーツの指導を行うこ
とができる（八尋・萩原，2019）とされている．「『教え
る』感覚を掴むために良かった」という筆頭著者の語り
からも，コーチとしての経験が指導者としてのアイデン
ティティを発達させたと考えられる．現役中から教職ア
イデンティティの足掛かりとして指導者としてのアイデ
ンティティを形成した重要な機会であった．ヨーロッパ
各国においては，現役中からアスリートが引退後に必要
なスキルを補うための支援制度が充実していることが報
告されており（吉田ほか，2007），Ｊリーグにおいても，
現役中よりコーチングライセンスを取得するためのＪ
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リーグ選手を対象とした講習会や，セカンドキャリア関
連の教育訓練費用を就学支援金として負担する制度があ
る注１）．筆頭筆者も現役活動中に大学院進学・在学の経
費やコーチングライセンスの取得のために支援金を活用
した．しかし，女子バスケットボール選手を対象に行っ
た調査ではそういったアスリートの引退後のためのキャ
リアサービスが活用されていない現状が明らかになって
いる（古殿・畑岸，2018）．それ故，大学教員へキャリア
移行するにあたって，セカンドキャリア関連の教育訓練
費用を積極的に活用することは重要と示唆される．

また，非常勤講師として教育した経験により初めて，
教職アイデンティティが大きくなり，大学教員へのキャ
リアへ進むことが明確になったことがわかる．それは選
手としてのキャリア最終年であった．教職のアイデン
ティティ・ステイタスが早期完了で，早々に教職として
のキャリアを決断している学生は，教育を行う者として
指導できるのかなど教職に適しているのか自己を問い直
すことができない傾向にあることが示されており（岩佐
ほか，2019），段階を踏みながら教職アイデンティティ
を育み，大学教員のキャリア選択決断に至ったのは，筆
頭著者にとって適切な順序と期間であった可能性があ
る．

・第４段階　新たな役割の創造（現役引退～大学常勤教
員着任まで）
まず，筆頭著者は，現役引退を決断する直前に，一時

的にではあるが現役選手への執着や未練がのぞかれる．
しかし，現役引退を決断した後には，アスリートとして
のアイデンティティを失ったことで，新たな職業的なア
イデンティティの定着にこだわりを持った．田中（2005）
は，オリンピアンであった自らの経験を元に，アスリー
トがセカンドキャリアへの移行がうまくいかないのは自
分が選手ではないという喪失感にうまく対処できないこ
とにあるという．筆頭著者の事例からは，アスリートが
引退時に新たな職業的なアイデンティティを保持できた
際の効果として，より強固なアイデンティティを創造で
きる可能性や，アスリートとしてのアイデンティティに
対する喪失感や未練を早々に無くす期待を示唆してい
る．

教師の進路決定プロセスと教師のアイデンティティの
関連について調査した研究（松井・柴田，2008）では，
学校卒業後，別の職業より転職し教職に就いた「転職型」
は，本来なりたいと思った職業があったが，教職につい
た「途中変更型」や，どの職業に就きたいか自分自身の
希望が不明確なまま教職についた「なりゆき型」に比べ，
教師としてのアイデンティティが強固であることが示さ

れている．プロサッカー選手から教職へのキャリア移行
は「転職型」に該当すると考えられ，確かな意思がある
転職ならば強固な教職アイデンティティを形成できると
考えられる．しかし，引退後の進路決定プロセスによっ
ては，「途中変更型」や「なりゆき型」に該当すると捉え
ることもでき，教職アイデンティティ形成が未成熟なま
ま教職に就く場合も十分に考えられる．筆頭著者の教職
アイデンティティがどれほどの熟達度があるかは定かで
はないが，アスリートとしてのアイデンティティを失っ
ていることも相まって強固になっており，大学教員とし
て勤める現在も維持している．前述したように，教員は
アイデンティティがゆらぎやすい（山田・長谷川，
2010）ため，代替キャリアの模索期においては，着実な
アイデンティティの形成が必要であると考えられる．

２．対象者のアイデンティティ形成の変容とその契機
筆頭著者のキャリアを分析すると，結果としては，大

学期に周りの学生に影響を受けながら，学習習慣や社会
性を身につけ試合に出られるようになった強い成功体験
から教職アイデンティティの芽生えがあり，大学に関わ
りたいという漠然とした動機をきっかけに修士課程（博
士前期課程）への進学，博士後期課程への進学，非常勤
講師への着任，常勤講師への入職と，それぞれの活動が
キャリアパスとなった上で，デュアルキャリアを歩んで
いた．強固な教職アイデンティティを増進させたのは選
手としてのキャリア終盤以降であったけれども，むしろ
盤石な教職アイデンティティ形成には適切な時期であっ
た可能性がある．それにより，プロサッカー選手を引退
した際には，自らのキャリアプランを直ちに描いたと考
えられる．

図２は，筆頭著者の教職アイデンティティの形成とそ
の契機を，濱本（2021）を参考に示している．筆頭著者
は，大学教員として必要な大学院での研究活動や非常勤
講師として勤めた教育活動をきっかけに教職アイデン
ティを育んでいることがわかる．プロサッカー選手がス
ムーズに大学教員へキャリア移行をするためには，長期
間にわたり多くの研究と教育のステップを踏む必要があ
ると示唆される．

また，図３は，インタビュー内容をもとに共同研究者
と議論し，それぞれの職業的アイデンティティレベルの
推移を記録した．ここでの職業的アイデンティティレベ
ルとは，職業を通してどれほど自己を認識しているのか
主観的感覚の到達割合を指す．100％はアイデンティ
ティにおける４つの下位側面である自己斉一性・連続
性，対他的同一性，対自的同一性，心理社会的同一性

（谷，2001）を職業において完全に満たしていることと
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なる．図下には，筆頭著者が就いたアスリート，指導者，
大学教員それぞれに深く関連する経歴の変遷を表で示
し，アイデンティティレベルの推移と対照している．図
３によると，プロ６年目に１回目の解雇通告を受けて以
降は，アスリートアイデンティティが失われる度に，教
職や指導者としてのアイデンティティが増進している．
また，アスリートアイデンティティの回復契機となって
いることがうかがえる．インタビューの分析も踏まえる
と，アスリート，指導者，大学教員，それぞれの職業的
アイデンティティを保持していたことで，補完的関係を
構築し自我同一性が保たれていた可能性がある．特に，
引退直後には，指導者としての役割を担う中で得られた
自己認識が，教職アイデンティティの形成に大きな影響
を与え，教職アイデンティの基盤が形成されていたた
め，アスリートアイデンティティの急激な喪失による弊
害を抑え，明確に目的意識を持った状態でセカンドキャ
リア移行することができたと考えられる．

ただし，練習生やプロサッカー選手契約 ３ 年未満と
いった若年層のプロサッカー選手の多くが数年の契約で
プロ選手引退を余儀なくされ（田蔵，2018），競争に勝つ
ために毎日の練習に取り組む中で，引退後の生活につい
て思考し行動することは難しいと推察され，現役中から
大学院への進学をするのが困難な状況も大いに考えられ
る．また，大学教員を目指すには，研究，教育両面で数
多くの段階を踏む必要がある．筆頭著者が危機感を持ち
全力を注いでようやく学位を取得したように，とりわけ
学会誌に論文を掲載した上で認められる学位論文を執筆
することは簡単なことではない．よって，現役中にすべ
ての行程を終え引退後にすぐに大学の常勤教員として着
任するのは極めて難しいといえる．

日本プロサッカー選手会事務局によると，約1700名の
全 J リーグクラブ所属選手に対して2022年度のセカンド
キャリア支援金申請件数は，318件であった注１）．申請件
数は，同一選手が複数回申請している場合も含まれ，実
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図２ 筆頭著者のアイデンティティ形成とその契機(筆者作成) 614
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図２　筆頭著者のアイデンティティ形成とその契機（筆者作成）

図３　主観的アイデンティティレベルの推移（筆者作成）
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際には20％以下の J リーグクラブ所属選手しかセカンド
キャリア支援制度を利用していないのが現状である．筆
頭著者は，学業費用の多くを支援金で賄い，デュアル
キャリアを歩んでいた．大学教員へのキャリア移行は長
期にわたる研究と教育のステップを踏む必要があると示
唆されるため，このようなキャリアサービスを活用し，
経済的な負担や不安も解消することもスムーズなキャリ
ア移行につながると考えられる．

Ⅴ．結　語

本研究では，プロサッカー選手であった筆頭著者の，
プロサッカー選手から大学教員へのキャリア移行につい
てセルフスタディにより事例的に検討し，プロサッカー
選手が引退後にスムーズにキャリア移行する上でのヒン
トとなる知見を導き出すことが目的であった．

筆頭著者は，長期にわたる研究と教育のステップを踏
み，アスリートと指導者としてのアイデンティティも着
実に形成しながら，強固な教職アイデンティティを形成
していた．大学教員へのキャリア移行は長期的にキャリ
アプランを描く必要があり，Ｊリーグのキャリアサービ
スを活用しながら，引退時のアスリートアイデンティ
ティの喪失を補完する教職アイデンティティの基盤を形
成することが望ましいだろう．

本事例は，筆頭筆者の単一事例をできる限り客観的な
視点がかかるよう考慮し共著者と議論し共同で行った．
しかし，セルフスタディゆえに客観的視点を担保するの
は限界があり，大部分を主観的な視点に頼っている．ま
た，事例においては明確なキャリアプランなき活動がセ
カンドキャリアの選択肢を狭めた可能性や，そもそも，
現役中でのセカンドキャリアへ向けた活動がアスリート
としてのキャリアにどのような影響があったのかについ
ては検討されていない．それでも，本研究は大学教員へ
のキャリア移行を検討するプロサッカー選手がこれから
歩みを進める上でのヒントを呈示できたと考えている．

今後はより多くのプロサッカー選手の教員へのキャリ
ア移行の事例について，アスリートのキャリアを含めた
多角的な視点での検討が望まれる．特に，引退後の進路
決定プロセスが「途中変更型」や「なりゆき型」（松井・
柴田，2008）に該当する事例を検討することで，進路決
定プロセスによる場合分けが進むと考える．それによ
り，プロサッカー選手が教員のキャリアへスムーズに移
行できるような指針が示されることを期待したい．

注　記

注１	）インタビュー内容を踏まえ，Ｊリーグのセカンド
キャリア支援制度の実態を把握するため，日本プロ

サッカー選手会事務局に照会を行った．Ｊリーグに
セカンドキャリア支援制度が存在することと，セカ
ンドキャリア支援金申請件数に関するデータの公表
について同意を得ている．

文　献

荒井弘和，深町花子，鈴木郁弥，榎本恭介 （2018） 大学生
アスリートのスポーツ・ライフ・バランスに関連する
要因 ― デュアルキャリアの実現に向けて．スポーツ
産業学研究，28（2）：149-161.

Drahota, J. A. T., Eitzen, D. S. （1998）The role exit of pro-

fessional athletes. Sociology of Sport Journal, 15（3）, 

263-278.

Ebaugh, H. R. F. （1988） Becoming an ex: The process of role 

exit. University of Chicago Press.

Erikson, E. H. （1959） Identity and the life cycle.

Psychological Issues Monograph,Vol.1. New York : 
International Universities Press. （ 小 此 木 啓 吾 訳 編

（1973）．自我同一性，誠信書房）．
藤原正光 （2004） 教師志望動機と高校・大学生活：教員

採用試験合格者の場合．教育学部紀要，38：75-81.

濱本想子 （2021）．剣道を専門種目とする初任教師教育者
のセルフスタディ：アスリートアイデンティティと教
育者アイデンティティの連関．名桜大学紀要，（26）：
59-70.

羽田貴史 （2011） 大学教員の能力開発をめぐる課題．名
古屋高等教育研究，11： 293-312.

飯尾哲司，藤岡成美，舟橋弘晃，間野義之 （2023） エリー
トアスリートはなぜセカンドキャリアで教員を選択し
たのか：「プロ野球選手」と「J リーガー」の事例をも
とに．スポーツ産業学研究，33（1）：63-73.

岩佐康弘，杉村和美，田爪宏二 （2019） 教員養成課程の大
学生における教職を目指す過程での再考及び理想の教
師像への志向性とアイデンティティ発達との関連．青
年心理学研究，31（1）：19-33.

神原知愛（2008）大学生の挫折経験に関する心理学的考
察 ― 挫折観をもとに ― ．日本教育心理学会総会発表
論文集，50：451.

金子明友（2002） わざの伝承．明和出版：東京．
和秀俊，遠藤伸太郎，大石和男 （2011） スポーツ選手の挫

折とそこからの立ち直りの過程：男性中高生競技者の
質的研究の観点から．体育学研究，56（1）：89-103.

金鍾成，弘胤佑 （2018） 社会科教育学と歴史学における
コラボレーションの意義と可能性 ― ２ 人の大学院生
による授業改善のセルフ・スタディー ― ．日本教科
教育学会誌，40（4）：13-24.



26 九州体育・スポーツ学研究　第39巻　第２号　令和７年３月

北崎悦子，會田宏（2018）テニスのグラウンドストロー
クにおけるショットのコンビネーションに関する実践
知：国際レベルで活躍した女子テニス選手の語りを手
がかりに．体育学研究，63 （1）：421-431.

古殿幸雄・畑岸邦枝（2018）デュアルキャリア教育のた
めの WJBL 引退者調査．日本知能情報ファジィ学会
ファジィシステムシンポジウム講演論文集．34：
150-155.

小島一夫 （2008） あるアスリートのキャリアトランジ
ションに伴うアイデンティティ再体制化について ―

生涯発達心理学の視点から ― ．研究紀要，14，73-85.

劉麗鳳 （2016） 教師の教職アイデンティティに関する一
考察 ― 日本と中国農村中学校の比較から ― ．21 世
紀東アジア社会学，2016（8），164-181.

Loughran, J. J. （2004）. A history and context of self-study of 

teaching and teacher education practices. In International 

handbook of self-study of teaching and teacher education 

practices （pp. 7-39）. Dordrecht: Springer Netherlands.

松井賢二，柴田雅子 （2008） 教師の進路決定プロセスと
職業的アイデンティティとの関連．新潟大学教育学部
附属教育実践総合センター研究紀要 教育実践総合研
究，7：141-159.

光岡奈緒 （2014） プロサッカー選手のセカンドキャリ
ア：諸外国と日本のプロサッカー選手のセカンドキャ
リア支援事業．国際経営・文化研究，18（2）：67-78.

望月慎之 , 横山勝彦 （2005） スポーツ選手のセカンド
キャリアに対する環境整備：J リーグキャリアサポー
トセンターの試みを中心として．同志社保健体育43： 

1-26.

岡村美由規，祝迫直子，前元功太郎，山本佳代子，河原
洸亮 （2022） 高校教員にとって異動という経験がもつ
意味：自己を研究対象にするセルフスタディを用いた
探索的研究．学校教育実践学研究，28：93-104.

大場ゆかり，徳永幹雄 （2000） アスリートの競技引退に
関する研究の動向．健康科学22：47-58.

大坂遊，渡邉巧，岡田了祐，斉藤仁一朗，村井大介 

（2022） 教師経験の乏しい教師教育者はどのように教
師を育てることと向き合うのか：初任期にセルフスタ
ディに取り組んだことの意味．周南公立大学論叢，1： 

23-46.

Ryba, T. V., Zhang, C. Q., Huang, Z., & Aunola, K. （2017）. 

Career Adapt-Abilities Scale–Dual Career Form （CAAS-

DC）: Psychometric properties and initial validation in 

high-school student-athletes. Health psychology and 

behavioral medicine, 5（1）： 85-100.

齋藤眞宏．（2021） 教師教育におけるセルフスタディ：日

本の学校教育におけるその意味の考察．旭川大学経済
学部紀要，（79-80），147-163.

坂井昭宏．（2011） 教育 = 研究一体性論の再検討：大学
教員のアイデンティティ．桜美林論考．人文研究，2：
17-30.

桜井厚・小林多寿子（2005）ライフストーリー・インタ
ビュー　質的研究入門．せりか書房：東京 .

佐藤浩一 （2017） 成功経験と失敗経験に対する自伝的推
論とアイデンティティ発達，適応との関連．認知心理
学研究，14（2）：69-82.

佐藤浩一（2021）教育実践経験に対する自伝的推論と教
職アイデンティ ― 成功経験と失敗経験に着目して
― ，群馬大学教育学部紀要，人文・社会科学編，70：
207-216.

高橋潔，重野弘三郎 （2010） J リーグにおけるキャリアの
転機 ― キャリアサポートの理論と実際．日本労働研
究雑誌，52（10）：16-26.

高城佳那，三倉茜，小笠原悦子 （2019） コーチになれると
いう自己効力感とスポーツ版自己調整学能力との関係
― 女子バスケットボール選手を対象として．スポー
ツと人間：静岡産業大学論集，3（2）：43-49.

谷冬彦 （2001） 青年期における同一性の感覚の構造 多次
元自我同一性尺度 （MEIS） の作成．教育心理学研究，
49（3）：265-273.

武田信子（2019）教師教育者になる．ジョン・ロックラ
ン監修・原著，武田信子監修・解説，小田郁予編集代
表，斉藤眞宏・佐々木弘記編集，J ロックランに学ぶ
教師教育とセルフスタディ ― 教師を教育する人のた
めに ― ．学文社：東京：149-161．

田蔵奈緒 （2018） プロサッカー選手のキャリアサポート
―  欧州と日本のプロサッカー選手のセカンドキャリ
ア支援事業 ― ．共栄大学研究論集，（16）：83-94.

田中希穂（2020） 教職課程への動機づけが教育実習後の
教師効力感・教師アイデンティティにおよぼす影響，
同志社大学教職課程年報，9：21-33．

田中ウルヴェ京（2005）キャリアトランジション ― ス
ポーツ選手のセカンドキャリア教育，日本労働研究雑
誌，537：67-69.

豊田則成，中込四郎 （2000） 競技引退に伴って体験され
るアスリートのアイデンティティ再体制化の検討．体
育学研究，45（3）： 315-332.

上代圭子，野川春夫 （2013） 日本人元プロサッカー選手
のキャリアプロセスに関する研究 自主的な引退と非
自主的な引退に着目して．生涯スポーツ学研究，9

（1-2），19-31.

八尋風太，萩原悟一 （2019） スポーツ指導者のアイデン



27田中・金高・濱中：プロサッカー選手の引退後の大学教員へのキャリア移行に関するセルフスタディ

ティティーに関する研究：尺度の作成と信頼性・妥当
性の検討．運動とスポーツの科学，25（1）：35-41.

山田哲也，長谷川裕 （2010） 教員文化とその変容．教育社
会学研究，86：39-58.

吉田幸司，河野一郎，吉田章，菊幸一，相馬浩隆，三宅
守，片上千恵，佐伯年詩雄 （2007）トップアスリート
のセカンドキャリア構築に関する検討（第２報）海外
先行事例調査を中心に．筑波大学体育科学系紀要30： 

85-95.

吉田毅 （2006） 競技者の転身による困難克服の道筋に関
する社会学的考察：元アメリカ杯挑戦艇クルーを事例
として．体育学研究，51（2）：125-138.

⎛令和６年７月４日受付⎞	
⎝令和６年11月30日受理⎠





29

九州体育・スポーツ学会事務局ニュース（2024年度第２号）

九州体育・スポーツ学会事務局

◆九州体育・スポーツ学会第74回大会について◆
	 開 催 日：2025年９月６日（土）～７日（日）
	 開催場所：佐賀大学本庄キャンパス（佐賀県佐賀市）

◆会費納入について◆
	 		 日本体育・スポーツ・健康学会にも入会されている会員の方は，当該学会への会費納入によって本学会への会費納

入がなされています（協力学会として「九州」を選択の場合）．日本体育・スポーツ・健康学会に入会せず，本学会へ
入会されている会員の方は，直接本学会口座へ会費の振込みをしていただくことになっています．本年度会費をまだ
納入されていない会員の方は，早急にご対応をお願い申し上げます．なお，日本体育・スポーツ・健康学会に入会さ
れていない会員の方におかれましては，下記の学会口座までお振込みをお願い致します．

	 		 なお，事務局で振込み状況について確認をするため，下記口座へお振込みをされる場合は必ずご本人名義でお願い
致します．

〈振込先〉
	【ゆうちょ銀行からの振り込みの場合】
	 		 郵便振替番号：17310-21783811
	 		 加入者名：九州体育・スポーツ学会

	【他の金融機関からの振り込みの場合】
	 		 ゆうちょ銀行　口座名：九州体育・スポーツ学会
	 		 店番：七三八（読み ナナサンハチ）店名：738
	 		 預金種目：普通預金　口座番号：2178381

◆会員情報の変更について◆
	 		 所属の異動や転居などに伴い，事務局が把握する会員情報に変更のあった方は速やかにメールにてご連絡くださ

い．機関誌等の郵便物が「あて所に尋ねあたりません」との理由で多数返送されております．現在のところ，変更手
続きは基本的にメールでの連絡にて行っています．

	 		 また，退会される場合においても事務局までご連絡をお願い致します（協力学会を変更する場合も含む）．会員情報
の調査・整理作業の必要性が指摘されております．特に卒業，修了後の学生を対象とした情報を把握したいと考えて
おりますので，ご協力のほどよろしくお願い申し上げます．

	 		〈学会事務局メールアドレス：kyutai.office@gmail.com〉





編　集　後　記

九州体育・スポーツ学研究第39巻第２号をお届けします．本号には，原著論文１編と研究資料１編を掲載して
おります．第39巻第１号発行以降，８本の論文が投稿され，現在４本の論文が査読中です．

編集委員会では，投稿から査読者決定までの期間を可能な限り短縮し，第１回目の査読を１ヶ月以内で完了する
ことを目標としております．また，採択された論文は，早期公開論文として本学会ホームページ（http://webpages.
ihs.kyushu-u.ac.jp/ktsm/）の学会誌内に掲載し，迅速な情報発信に努めております．

今後も，九州体育・スポーツ学研究の発展に向けて，会員の皆様からの積極的なご投稿をお待ちしております．
最後に，校務でご多忙の中，迅速かつ丁寧に査読を引き受けてくださった先生方に，心より感謝申し上げます．

皆様のご協力がなければ，本誌の円滑な発行は成し得ませんでした．今後とも，九州体育・スポーツ学研究への
ご支援を賜りますよう，お願い申し上げます．

 （T. K.）
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